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五
九

和
刻
本
は
中
国
古
籍
の
域
外
の
伝
本
の
重
要
な
一
種
類
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
の

漢
文
化
圏
の
中
で
、
和
刻
本
は
朝
鮮
本
や
ベ
ト
ナ
ム
本
と
並
び
称
さ
れ
、
中
国
古

籍
の
域
外
の
伝
播
の
絢
麗
な
光
景
を
共
に
構
成
し
て
い
る
。

日
本
で
刊
刻
さ
れ
た
中
国
の
古
籍
は
、
中
国
で
は
様
々
な
呼
び
名
が
あ
り
、
例

え
ば
「
日
本
刊
本
」、「
日
本
本
」、「
東
洋
本
」、「
和
刻
本
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
の

中
で
も
和
刻
本
は
、
近
年
中
国
国
内
で
最
も
よ
く
使
わ
れ
る
総
称
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
一
つ
の
名
称
が
包
含
す
る
範
囲
は
、
日
本
の
学
界
で
の
見
解
に

お
い
て
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
私
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
、
日
本
の
国
文

学
専
門
の
研
究
者
は
、多
く
は
広
義
の
和
刻
本
と
し
て
の
見
解
を
採
用
し
て
い
る
。

和
刻
本
は
百
万
塔
陀
羅
尼
経
、
五
山
版
、
古
活
字
版
、
江
戸
刊
本
、
近
世
木
活
字

本
な
ど
を
含
む
。
中
村
幸
彦
の
「
和
刻
本
」（『
中
国
文
化
叢
書
』
第
九
巻
『
日
本

漢
学
』、
大
修
館
書
店
、
一
九
六
八
年
）
の
例
が
そ
う
で
あ
る
（『
日
本
古
典
籍
書

誌
学
辞
典
』（
井
上
宗
雄
な
ど
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）「
和
刻
本
」
の
条
も

ま
た
中
村
氏
の
見
解
を
採
用
し
て
い
る
。）。
し
か
し
日
本
の
漢
籍
版
本
の
研
究
者

は
、
往
々
に
し
て
狭
義
の
和
刻
本
の
定
義
を
採
用
し
、
つ
ま
り
和
刻
本
は
主
に
江

戸
の
刊
本
を
指
す
と
し
て
お
り
、例
え
ば
長
沢
規
矩
也
『
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
』

（
汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
初
版
、
二
〇
〇
六
年
増
補
補
正
版
）
は
、
こ
の
定
義

を
採
用
し
て
目
録
が
作
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
古
刊
本
や
古
活
字
本
を
含
ん
で
い

な
い
。
広
義
の
和
刻
本
の
定
義
に
よ
っ
た
『
中
国
館
蔵
和
刻
本
漢
籍
書
目
』（
杭

州
大
学
出
版
社
、一
九
九
五
年
）
の
出
版
の
の
ち
に
比
較
的
広
く
使
わ
れ
て
お
り
、

中
国
国
内
で
は
こ
の
呼
称
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
叢
刊
で
も
こ
の
広

義
の
和
刻
本
の
定
義
を
採
用
し
、ま
ず
和
刻
本
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

和
刻
本
が
結
局
の
と
こ
ろ
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
未
だ
は
っ
き
り

と
し
た
統
計
は
な
い
。
上
述
の
『
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
』
が
著
録
す
る
江
戸
の

刻
本
（
部
分
的
に
古
鈔
本
影
印
本
を
含
む
）
だ
け
で
も
、
多
く
五
千
種
あ
ま
り
に

も
及
ぶ
。
も
し
古
刊
本
・
古
活
字
本
を
含
め
、
さ
ら
に
膨
大
な
量
の
仏
教
文
献
や

医
学
書
も
含
め
る
と
す
れ
ば
、そ
の
数
は
き
っ
と
驚
く
べ
き
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

仏
教
書
で
言
う
と
、『
天
海
蔵
』（
寛
永
寺
蔵
と
も
呼
ば
れ
る
）
は
、
活
字
印
本
仏

典
千
四
百
五
十
三
部
を
収
録
し
て
お
り
（『
思
渓
蔵
』
の
翻
印
）、『
黄
檗
蔵
』
は

一
千
六
百
一
十
八
部
を
収
録
し
て
お
り
（『
嘉
興
蔵
』
の
翻
刻
）、
こ
の
他
の
排
印

本
『
弘
教
蔵
』、『
卍
字
蔵
』、『
卍
続
蔵
』、『
大
正
蔵
』
も
少
な
か
ら
ず
和
刻
本
に

拠
っ
て
活
字
印
刷
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
和
刻
本
の
内
典
・
外
典
は

飜
譯

『
和
刻
本
中
国
古
逸
書
叢
刊
』
前
言

金
程
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『
和
刻
本
中
国
古
逸
書
叢
刊
』
前
言

六
〇

一
万
種
以
上
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
少
な
く
な
い
数
の
貴
重
な
新
資
料

が
含
ま
れ
、
ま
さ
に
開
か
れ
る
の
を
待
つ
学
術
の
宝
庫
で
あ
る
。

と
は
言
う
も
の
の
、
和
刻
本
の
研
究
は
決
し
て
活
発
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

こ
れ
は
和
刻
本
の
特
殊
な
性
質
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
和
刻
本
は
中
国
国
内
の

伝
本
が
元
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
明
ら
か
な
日
本
の
特
色
を
持
ち
、
例
え
ば
江

戸
の
刻
本
は
往
々
に
し
て
和
訓
が
附
さ
れ
、
そ
れ
は
中
国
の
刻
本
に
は
な
い
も
の

で
あ
る
。
料
紙
、
装
訂
、
刻
風
な
ど
か
ら
も
、
ど
れ
も
中
国
の
も
の
と
は
明
ら
か

に
差
異
が
あ
る
。
し
か
し
、
和
刻
本
は
純
粋
な
日
本
人
の
著
作
、
い
わ
ゆ
る
「
和

書
」
と
は
明
確
な
区
別
が
あ
る
。
和
刻
本
は
中
国
の
本
と
日
本
の
著
述
の
中
間
に

位
置
す
る
の
で
あ
る
。
中
国
の
学
界
の
多
く
は
日
本
の
特
徴
が
あ
る
た
め
こ
れ
を

取
ら
ず
、
日
本
の
学
界
は
中
国
の
内
容
が
主
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
注
意
を
向
け

て
い
な
い
。
和
刻
本
研
究
の
索
漠
た
る
様
相
は
、
も
し
か
す
る
と
原
因
は
そ
こ
に

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
和
刻
本
の
こ
の
「
中
間
属
性
」
は
、
ま
さ
に
研
究
的
価
値
の

所
在
で
あ
る
。
近
年
東
ア
ジ
ア
の
漢
籍
の
ま
と
ま
っ
た
観
念
が
形
成
さ
れ
る
に
伴

い
、
和
刻
本
漢
籍
の
重
要
性
は
日
増
し
に
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
深
く
和
刻

本
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
は
、
日
中
韓
の
三
ヶ
国
の
文
化
を
認
識
す
る
の
に
実

際
、
全
て
大
い
に
役
立
つ
。
和
刻
本
研
究
が
遅
れ
て
い
る
現
状
は
速
や
か
に
改
善

す
べ
き
で
あ
る
。
私
が
思
う
に
、も
っ
と
も
有
効
的
な
方
法
は
、資
料
の
ま
と
ま
っ

た
刊
行
流
布
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
。
日
本
の
汲
古
書
院
は
多
く
の
和
刻
本
を
影

印
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
五
山
版
、
古
活
字
版
、
仏
教
の
典
籍
及
び
和
訓
の
附
さ

れ
て
い
な
い
翻
刻
本
を
収
録
し
な
い
の
で
、
多
く
の
珍
し
く
て
貴
重
な
典
籍
が
選

ば
れ
る
こ
と
が
な
く
、
遺
珠
の
嘆
を
免
れ
な
い
。
中
国
国
内
の
い
く
つ
か
の
叢
書

も
ま
た
部
分
的
に
和
刻
本
を
収
録
し
て
、『
四
部
叢
刊
』
の
影
印
す
る
『
白
氏
文
集
』

や
『
群
書
治
要
』
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
は
い
え
、
数
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い

る
。
個
々
に
単
独
で
影
印
さ
れ
た
も
の
は
体
系
を
な
し
て
い
な
い
た
め
に
捜
す
の

に
不
便
で
あ
る
。
学
界
は
中
国
の
学
者
の
需
要
に
合
っ
た
和
刻
本
の
叢
書
を
切
実

に
必
要
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
鑑
み
、
こ
こ
十
年
間
、
私
は
日
本
に
赴
き
身
内
を
訪
ね
た
り
、
学
術
訪

問
し
た
り
す
る
過
程
で
、和
刻
本
の
覆
製
と
購
入
に
と
り
わ
け
気
を
配
っ
て
い
た
。

書
店
で
購
入
し
、
友
人
に
求
め
、
あ
る
い
は
公
的
所
蔵
な
ど
で
補
い
、
私
人
に
相

談
を
も
ち
か
け
、
小
さ
な
も
の
が
積
み
重
な
っ
て
、
収
穫
は
頗
る
豊
富
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
に
は
中
国
で
す
で
に
失
わ
れ
た
も
の
や
、
稀
見
の
文
献
が
乏
し
く
な
く
、

こ
こ
に
百
余
種
を
選
ん
で
影
印
し
、
こ
の
領
域
の
研
究
を
推
進
す
る
。

以
下
に
筆
者
は
見
識
の
浅
陋
を
顧
み
ず
、
和
刻
本
の
刊
行
の
歴
史
、
底
本
の
源

流
、
学
術
的
価
値
、
収
蔵
の
歴
史
及
び
研
究
の
展
望
等
の
方
面
に
つ
い
て
論
述
を

加
え
、
興
味
の
あ
る
読
者
に
裨
益
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
と
願
う
。

一　

和
刻
本
の
刊
行
略
史

日
本
の
出
版
文
化
史
上
、
奈
良
時
代
の
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
に
生
み
だ

さ
れ
た
『
無
垢
浄
光
陀
羅
尼
経
』
は
、
一
般
的
に
日
本
最
古
の
印
刷
物
（
鋼
板
も

し
く
は
鈐
印
本
と
す
る
学
者
も
い
る
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
の
ち
の
正
式
な
刊

印
は
、『
御
堂
関
白
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
刊
行
「
千

部
『
法
華
経
』」
の
記
録
が
も
っ
と
も
古
い
。
承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
）
の
題
記

を
今
に
有
す
る
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
二
（
神
谷
正
太
郎
蔵
、
重
要
文
化
財
）
は
、

こ
の
時
期
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
開
宝
蔵
』
の
伝
来
（
入
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六
一

宋
僧
の
奝
然
が
持
ち
帰
っ
た
）
に
伴
い
、
宋
代
の
は
じ
め
に
普
及
し
始
め
た
彫
版

技
術
は
、
日
本
に
お
い
て
は
平
安
中
期
（
九
八
六
〜
一
〇
八
五
）
に
は
す
で
に
完

全
に
手
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
時
に
刊
刻
さ
れ
た
仏
教
の

経
典
は
、
宋
版
の
仏
経
が
輸
入
さ
れ
た
刺
激
の
下
で
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

他
に
も
興
福
寺
が
刊
行
し
た
「
春
日
版
」
が
あ
り
、
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
版

『
成
唯
識
論
述
記
』
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
後
の
鎌
倉
時
代
中
期
（
一
二
二
一

〜
一
二
八
六
）、貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
か
ら
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
の
「
嘉

禄
版
」、
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
に
始
ま
っ
た
「
高
野
山
版
」
等
、
刊
刻
の
内

容
は
ど
れ
も
主
に
仏
経
で
あ
る
。
仏
教
の
本
文
は
、
宋
代
の
伝
来
し
た
版
刻
技
術

を
採
用
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
字
跡
か
ら
言
え
ば
、
奈
良
平
安
以
来
の
古
写

経
の
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

五
山
版
の
時
代
は
日
本
の
出
版
史
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
時
期
で
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
「
五
山
版
」
と
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
（
一
二
二
二
〜
一
二
八
六
）、
南
北
朝

（
一
三
二
四
〜
一
三
九
二
）
か
ら
室
町
時
代
後
期
（
一
五
二
六
〜
一
五
七
三
）
ま

で
に
お
い
て
、鎌
倉
五
山
と
京
都
五
山
を
中
心
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
版
本
を
指
す
。

こ
の
一
時
期
は
、
仏
典
の
他
に
さ
ら
に
外
典
の
刊
刻
も
現
れ
始
め
た
。
そ
の
中
で

も
、静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
古
文
尚
書
孔
氏
伝
』
古
鈔
本
に
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）

の
「
命
工
鋟
梓
」
の
跋
文
が
あ
り
、
刊
刻
さ
れ
て
世
に
行
わ
れ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
（「
宝
治
本
」『
論
語
集
注
』、
正
中
版
『
春
秋
経
伝

集
解
』
は
、
今
人
は
島
田
翰
の
作
り
ご
と
と
し
て
い
る
。『
詩
人
玉
屑
』
は
「
正

中
元
年
」
の
題
記
が
あ
る
が
、
刊
記
で
は
な
い
）。
こ
の
の
ち
の
正
中
二
年

（
一
三
二
五
）
版
『
寒
山
詩
』
は
、現
存
す
る
最
古
の
外
典
印
刷
物
の
実
物
で
あ
る
。

こ
の
一
時
期
の
出
版
は
宋
元
版
の
深
い
影
響
を
受
け
て
い
る
。
北
条
顕
時
は
禅

宗
を
信
奉
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
禅
籍
の
刊
刻
が
盛
ん
に
風
行
し
た
。
現
存
す
る

も
っ
と
も
古
い
覆
宋
刊
本
は
、
関
東
の
長
楽
寺
の
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
刊
行

の
『
首
楞
厳
経
』（
東
寺
観
智
院
、日
光
山
「
天
海
蔵
」
蔵
）
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
、

京
都
泉
湧
寺
（
入
宋
僧
の
俊

創
建
）
は
宋
本
に
拠
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
律
部
の
典

籍
を
刊
刻
し
、
例
え
ば
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
道
玄
刊
刻
の
『
仏
制
比
丘
六
物

図
』（
東
洋
文
庫
、
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
）、
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
願
行

湛
海
の
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
』、
建
長
二
年
（
一
二
五
一
）
浄
因
の
『
仏
説
盂
蘭

盆
経
疏
科
分
』
は
、
ど
れ
も
覆
宋
の
傑
作
で
あ
る
。
鎌
倉
の
霊
山
寺
が
刊
行
し
た

も
の
に
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）、『
盂
蘭
盆
経
疏
科
分
』

が
あ
り
、
極
楽
寺
が
刊
行
し
た
も
の
に
は
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
の
『（
黄
檗

断
際
禅
師
）
伝
心
法
要
』、
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
の
『
伝
法
正
宗
記
』、『
禅

門
宝
訓
集
』
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
の
ち
、
宋
代
の
禅
宗
語
録
や
典
籍
が
大
量
に
刊

刻
さ
れ
、
東
福
寺
（
入
宋
僧
の
円
爾
辨
円
創
建
）
が
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）、

二
年
（
一
二
八
九
）
に
『
応
安
和
尚
語
録
』、『
密
庵
和
尚
語
録
』、『
虎
丘
和
尚
語

録
』、『
破
庵
和
尚
語
録
』、『
雪
竇
和
尚
語
録
』
を
刊
行
し
た
。
こ
の
の
ち
の
南
北

朝
の
時
期
は
五
山
版
の
繁
栄
期
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
比
較
的
著
名
な
も
の
と
し
て

「
臨
川
寺
版
」お
よ
び
大
陸
か
ら
日
本
に
渡
っ
た
刻
工
の「
俞
良
甫
版
」が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
贅
述
を
避
け
る
。

五
山
版
の
中
に
は
な
か
な
か
相
当
な
数
の
外
典
が
含
ま
れ
て
い
る
。
川
瀬
一
馬

の
調
査
に
よ
る
と
、
そ
の
う
ち
経
部
十
四
種
、
す
な
わ
ち
『
古
文
尚
書
』、『
毛
詩

鄭
箋
』、『
春
秋
経
伝
集
解
』、『
論
語
集
解
』（
正
平
本
）、『
論
語
』（
天
文
本
）、『
音

注
孟
子
』、『
大
学
章
句
』、『
大
広
益
会
玉
篇
』、『
増
修
互
注
礼
部
韻
略
』、『
韻
鏡
』、

『
重
編
改
正
四
声
全
形
等
子
』、『
古
今
韻
会
挙
要
』、『
重
編
詳
備
碎
金
』、『
魁
本



『
和
刻
本
中
国
古
逸
書
叢
刊
』
前
言

六
二

対
相
四
言
雑
字
』。
史
部
は
六
種
、
す
な
わ
ち
『
立
斎
先
生
標
題
解
音
注
音
釈

十
八
史
略
』、『
歴
代
帝
王
紹
運
図
』、『
歴
代
帝
王
編
年
互
見
之
図
』、『
歴
代
序
略
』、

『
唐
才
子
伝
』、『
分
類
合
璧
国
像
句
解
君
臣
故
事
』。
子
部
は
十
三
種
、
す
な
わ
ち

『
冷
斎
夜
話
』、『
重
新
典
校
附
音
増
注
蒙
求
』、『
新
板
大
字
附
音
釈
文
千
字
文
注
』、

『
四
体
千
字
文
書
法
』、『
増
広
事
吟
料
詩
韻
集
大
成
』、『
韻
府
群
玉
』、『
聯
新
事

備
詩
学
大
成
』、『
新
編
排
韻
増
広
事
類
氏
族
大
全
』、『
荘
子
鬳
斎
口
義
』、『
新
刊

名
方
類
証
医
書
大
全
』、『
新
刊
勿
聴
子
俗
解
八
十
一
難
経
』、『
察
病
指
南
』。
集

部
は
四
十
五
種
、
す
な
わ
ち
『
寒
山
詩
』、『
杜
工
部
文
集
』（『
杜
工
部
年
譜
』
を

含
む
）、『
集
千
家
分
類
杜
工
部
詩
』、『
集
千
家
注
分
類
杜
工
部
詩
』、『
五
百
家
注

音
弁
昌
黎
先
生
文
集
』、『
新
刊
五
百
家
注
昌
黎
先
生
聯
句
集
』、『
新
刊
注
音
弁
唐

柳
先
生
文
集
』、『
新
板
増
広
附
音
釈
文
胡
曽
詩
注
』、『
鐔
津
文
集
』、『
王
状
元
集

百
家
注
分
類
東
坡
先
生
詩
』、『
山
谷
詩
集
注
』、『
山
谷
黄
先
生
大
全
詩
注
』、『
須

渓
先
生
評
点
簡
斎
詩
集
』、『
誠
斎
集
』、『
名
公
妙
選
陸
放
翁
詩
集
』、『
北
磵
全
集
』

（
詩
集
、
文
集
、
外
集
、
語
録
）、『
蔵
叟
摘
稿
』、『
雪
岑
和
尚
続
集
』、『
碧
山
堂
集
』、

『
白
雲
詩
集
』、『
廬
山
外
集
』、『
趙
子
昂
詩
集
』、『
范
徳
機
詩
集
』、『
澹
居
稿
』、『
揭

曼
碩
詩
集
』、『
蒲
室
集
』、『
増
補
新
編
翰
林
珠
玉
』、『
雪
廬
稿
』、『
新
芳
薩
天
錫

雑
詩
妙
選
稿
全
集
』、『
全
室
外
集
』、『
増
注
唐
賢
三
体
詩
法
』、『
諸
家
集
注
唐
詩

三
体
家
法
』、『
唐
賢
三
体
家
法
詩
』、『
唐
朝
四
賢
精
詩
』、『
石
門
洪
覚
範
天
厨
禁

臠
』、『
江
湖
風
月
集
』、『
精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
』、『
中
州
集
』、『
皇
元
風
雅
』、

『
金
玉
編
』、『
澹
遊
集
』、『
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
』、『
雅
頌
正
音
』、『
詩

人
玉
屑
』、『
詩
法
源
流
』。
ま
た
、川
瀬
氏
は
『
雪
窖
集
』
一
種
を
補
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
朝
鮮
の
金
尚
憲
の
詩
集
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
は
含
め
て
い
な
い
。

以
上
、
全
七
十
九
種
は
、
そ
の
底
本
の
多
く
が
宋
元
版
も
し
く
は
明
初
刊
本
で

あ
り
、
非
常
に
高
い
学
術
的
価
値
を
備
え
て
い
る
。

室
町
末
期
か
ら
近
世
初
期
（
一
五
九
六
〜
一
六
四
三
）
ま
で
は
、
古
活
字
版
の

時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
豊
臣
秀
吉
は
朝
鮮
に
出
兵
し
、
大
量
の
銅
活
字
を
奪

い
帰
り
、
後
陽
成
天
皇
に
献
上
し
た
。
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
銅
活
字
を
採

用
し
て
『
古
文
孝
経
』
を
印
行
し
た
が
、
実
物
は
現
存
し
て
い
な
い
。
後
に
木
活

字
を
用
い
て
『
錦
繍
段
』
等
十
二
種
を
印
行
し
、こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
慶
長
敕
版
」

で
あ
る
。
こ
の
後
、
徳
川
家
康
が
三
要
元
佶
に
命
じ
京
都
円
光
寺
で
刊
行
さ
せ
た

『
孔
子
家
語
』
が
あ
り
、
こ
れ
が
「
伏
見
版
」（
も
し
く
は
「
円
光
寺
版
」）
の
発

端
と
な
っ
て
い
る
。
家
康
が
駿
府
に
退
隠
し
た
後
、
林
羅
山
な
ど
に
命
じ
て
銅
活

字
で
刊
行
さ
せ
た
『
大
蔵
一
覧
』、『
群
書
治
要
』
は
、「
駿
河
版
」
で
あ
る
。
こ

の
後
、
直
江
兼
続
が
要
法
寺
に
命
じ
て
刊
行
さ
せ
た
『
増
補
六
臣
注
文
選
』
は
、

一
般
に
「
直
江
版
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
後
水
尾
天
皇
が
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）

に
木
活
字
で
印
行
し
た
『
皇
朝
類
苑
』
は
、
い
わ
ゆ
る
「
元
和
敕
版
」
で
あ
る
。

川
瀬
一
馬
『
増
訂
古
活
字
版
の
研
究
』（
八
木
書
店
、
一
九
六
七
年
）
に
拠
れ
ば
、

彼
が
閲
覧
し
た
漢
籍
の
古
活
字
版
の
印
本
（
医
書
、
仏
書
を
除
く
）
七
百
余
部
を

挙
げ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
経
部
は
十
八
種
、す
な
わ
ち
『
周
易
』、『
周
易
伝
義
』、

『
尚
書
』、『
毛
詩
』、『
礼
記
』、『
春
秋
経
伝
集
解
』、『
古
文
孝
経
』、『
孝
経
大
義
』、

『
論
語
』、『
孟
子
』、『
大
学
章
句
』、『
中
庸
章
句
』、『
中
庸
集
略
』、『
説
文
解
字

篆
韻
譜
』、『
増
広
龍
龕
手
鑑
』、『
韻
鏡
』、『
古
今
韻
会
挙
要
』、『
多
識
篇
』。
史

部
は
十
二
種
、
す
な
わ
ち
『
史
記
』、『
前
漢
書
』、『
後
漢
書
』、『
立
斎
先
生
標
題

解
注
音
訳
十
八
史
略
』、『
古
今
歴
代
十
九
史
略
通
考
』、『
貞
観
政
要
』、『
君
臣
図

像
』、『
列
仙
伝
』、『
唐
才
子
伝
』、『
帝
鑑
図
説
』、『
孔
子
通
紀
』、『
開
元
天
宝
遺

事
』。
子
部
は
三
十
四
種
、す
な
わ
ち
『
標
題
句
解
孔
子
家
語
』、『
孔
子
家
語
』、『
近



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
二
號

六
三

思
録
集
解
』、『
小
学
集
成
』、『
小
学
集
注
大
全
』、『
晦
庵
先
生
語
録
類
要
』、『
真

西
山
心
経
正
経
』、『
北
渓
先
生
性
理
字
義
』、『
六
韜
』、『
黄
石
公
三
略
』、『
三
略

集
解
』、『
七
書
』、『
施
氏
七
書
講
義
』、『
司
馬
法
集
解
』、『
残
儀
兵
的
』、『
祥
刑

要
覧
』、『
棠
陰
比
事
』、『
邵
康
節
先
生
心
易
梅
花
数
』、『
冷
斎
夜
話
』、『
新
刊
鶴

林
玉
露
』、『
群
書
治
要
』、『
皇
朝
類
苑
』、『
標
題
徐
状
元
補
注
蒙
求
』、『
新
編
古

今
事
文
類
聚
』、『
新
編
排
韻
増
広
事
類
氏
族
大
全
』、『
纂
図
附
音
増
広
古
注
千
字

文
』、『
剪
灯
新
話
句
解
』、『
新
編
剪
灯
余
話
』、『
列
子
鬳
斎
口
義
』、『
句
解
南
華

真
経
』（『
荘
子
鬳
斎
口
義
』）、『
老
子
経
』、『
老
子
鬳
斎
口
義
』、『
太
上
感
応
篇

経
伝
』。
集
部
は
十
二
種
、す
な
わ
ち『
新
刊
五
百
家
注
音
弁
昌
黎
先
生
文
集
』、『
白

氏
文
集
』、『
長
恨
歌
伝
』、『
新
板
増
広
附
音
釈
文
胡
曽
詩
』、『
増
刊
校
正
王
状
元

集
注
分
類
東
坡
先
生
詩
』、『
山
谷
詩
集
注
』、『
白
雲
詩
集
』、『
陸
象
山
全
集
』、『
増

補
六
臣
注
文
選
』、『
新
編
江
湖
風
月
集
略
注
』、『
諸
儒
注
解
古
文
真
宝
前
集
』、『
魁

本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
』。
川
瀬
氏
の
著
書
中
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る『
簠

簋
内
伝
金
烏
玉
兎
集
』、『
新
増
鷹
鶻
方
』、『
増
広
会
通
韻
府
群
玉
』
は
、
日
本
・

朝
鮮
人
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
数
に
入
れ
て
い
な
い
。
こ

の
他
に
、
古
活
字
版
の
中
に
は
多
く
の
仏
典
（「
叡
山
版
」、「
高
野
版
」
な
ど
）

や
医
書
を
含
む
が
、
こ
こ
で
は
例
と
し
て
挙
げ
な
い
。

五
山
版
と
比
較
し
て
、
古
活
字
本
の
来
源
は
や
や
複
雑
で
あ
る
。
日
本
に
伝
わ

る
古
鈔
本
に
よ
っ
て
翻
印
し
た
も
の
に
は
、『
古
文
尚
書
』、『
毛
詩
鄭
箋
』、『
礼

記
鄭
注
』、『
古
文
孝
経
』等
が
あ
る
。
朝
鮮
本
に
よ
っ
て
翻
印
し
た
も
の
に
は
、『
龍

龕
手
鑑
』、『
十
八
史
略
』、『
君
臣
図
像
』、『
孔
子
家
語
』
等
が
あ
る
。
五
山
版
に

よ
っ
て
翻
印
し
た
も
の
に
は
、『
唐
才
子
伝
』、『
冷
斎
夜
話
』、『
白
雲
詩
集
』
等

が
あ
る
。
ま
た
宋
本
に
よ
っ
て
翻
印
し
た
も
の
に
は
、
直
江
版
『
文
選
』
な
ど
が

あ
る
。

江
戸
時
代
（
一
六
〇
三
〜
一
八
六
七
）
は
日
本
の
出
版
史
上
の
繁
栄
の
時
期
で

あ
る
。
大
ま
か
に
三
つ
の
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

徳
川
家
康
が
文
教
を
奨
励
し
、
朱
子
学
者
で
あ
っ
た
林
羅
山
を
幕
府
の
儒
官
と

し
て
任
用
し
た
た
め
、
外
典
の
刊
刻
が
主
流
と
な
り
始
め
た
。
江
戸
前
期

（
一
六
四
四
〜
一
七
〇
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
書
籍
の
中
に
は
、
経
部
に
『
四
書
集

注
大
全
』、『
五
経
大
全
』、『
四
書
輯
釈
通
義
大
成
』
等
、
史
部
に
『
伊
洛
淵
源
録

新
増
』、『
資
治
通
鑑
綱
目
』、『
史
記
評
林
』、『
漢
書
評
林
』、子
部
に
『
性
理
大
全
』、

『
朱
子
語
類
』、『
周
子
全
書
』、『
張
子
全
書
』、『
伝
習
録
』
等
が
あ
り
、
集
部
に

は
『
三
体
詩
』、『
古
文
真
宝
』、『
聯
珠
詩
格
』
等
が
あ
っ
た
。
仏
経
の
刊
刻
に
つ

い
て
は
、思
渓
蔵
を
翻
印
し
た
『
天
海
蔵
』
及
び
万
暦
の
径
山
蔵
を
翻
刻
し
た
『
鐵

眼
版
一
切
経
』（
あ
る
い
は
『
黄
檗
版
一
切
経
』
と
い
う
）
が
も
っ
と
も
著
名
で

あ
り
、仏
経
の
普
及
を
推
進
し
た
。前
者
の
擺
印
し
た
活
字
が
今
も
寛
永
寺
に
残
っ

て
お
り
、
後
者
の
版
木
が
黄
檗
山
万
福
寺
に
現
存
し
て
い
る
。

江
戸
中
期
（
一
七
〇
四
〜
一
七
六
三
）
は
、
漢
学
隆
盛
の
時
代
で
あ
る
。
経
学

に
お
い
て
は
、
荻
生
徂
徠
が
程
朱
理
学
を
排
斥
し
、
先
秦
の
経
典
中
か
ら
本
義
を

追
求
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
た
め
に
、『
詩
経
』、『
周
礼
』、『
儀
礼
』
等
の
経
書

古
注
の
出
版
の
盛
行
が
作
り
出
さ
れ
た
。太
宰
春
台
校
刻
の『
古
文
孝
経
孔
氏
伝
』、

根
本
遜
志
の
『
論
語
集
解
義
疏
』、
山
井
鼎
の
『
七
経
孟
子
考
文
』
は
、
ど
れ
も

中
国
の
学
界
に
大
き
な
反
響
を
生
み
出
し
た
。
史
学
で
は
、幕
府
の
『
本
朝
通
鑑
』

及
び
水
戸
藩
の
『
大
日
本
史
』
の
編
纂
に
よ
っ
て
、
和
刻
本
史
書
の
出
版
が
推
進

さ
れ
た
。『
宋
書
』、『
南
斉
書
』、『
梁
書
』、『
陳
書
』
等
の
書
籍
は
、
全
て
和
刻

本
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
地
志
で
は
『
大
明
一
統
志
』、
法
律
で
は
『
大
明
律
』、



『
和
刻
本
中
国
古
逸
書
叢
刊
』
前
言

六
四

『
大
唐
六
典
』
等
の
書
籍
の
校
訂
と
出
版
が
あ
る
。
集
部
の
書
で
は
、
古
文
辞
派

の
影
響
で
、宋
詩
か
ら
次
第
に
唐
詩
の
別
集
及
び
選
本
の
刊
行
に
転
向
し
て
ゆ
き
、

『
韋
蘇
州
集
』、『
唐
王
右
丞
詩
集
』、『
賈
浪
仙
長
江
集
』
及
び
『
唐
詩
選
』、『
唐

詩
正
声
』、『
唐
詩
品
彙
』
等
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
た
。

江
戸
後
期
（
一
七
六
四
〜
一
人
二
九
）
と
江
戸
末
期
（
一
八
三
〇
〜

一
八
六
七
）
で
注
意
す
べ
き
は
、「
官
版
」
と
「
藩
版
」
の
出
版
で
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
「
官
版
」
と
は
、
江
戸
昌
平
坂
学
問
所
が
校
訂
刊
行
し
た
典
籍
を
指
し
、
寛

政
十
一
年
か
ら
慶
応
三
年
ま
で
、
す
べ
て
一
百
九
十
九
種
を
刊
行
し
た
。
お
よ
そ

経
部
四
十
六
種
、
史
部
三
十
一
種
、
子
部
七
十
種
、
集
部
五
十
二
種
が
あ
る
。
細

目
は
『
官
版
書
籍
解
題
略
』、『
官
版
書
目
』
に
詳
し
く
、
そ
れ
ら
の
書
の
底
本
は

比
較
的
優
れ
て
お
り
、
ま
た
往
々
に
し
て
諸
家
の
校
讎
を
経
て
い
る
た
め
、
価
値

は
頗
る
高
い
。「
藩
版
」
と
は
地
方
の
諸
藩
が
刊
刻
・
出
版
し
た
書
籍
を
指
す
。

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）、
幕
府
は
諸
藩
に
出
版
奨
励
政
策
を
発
し
、
藩
版
の

刊
行
を
促
進
し
た
。
細
目
は
『
諸
藩
蔵
版
書
目
筆
記
』、『
藩
版
一
覧
稿
』
等
が
参

考
に
な
る
。
個
人
の
出
版
と
し
て
は
、
林
述
斎
の
『
佚
存
叢
書
』
が
も
っ
と
も
有

名
で
あ
る
。
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
か
ら
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
木
活

字
本
で
刊
行
さ
れ
、
中
国
の
佚
書
十
六
種
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
書
名
は
欧
陽
修

（
司
馬
光
と
す
べ
き
で
あ
る
）「
日
本
刀
歌
」「
徐
福
行
時
書
未
焚
、
逸
『
書
』
百

篇
今
尚
存
（
徐
福
行
く
時　

書
未
だ
焚
か
ざ
れ
ば
、
逸
『
書
』
百
篇　

今
尚
お
存

す
）」の
詩
句
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。こ
の
書
は
海
外
佚
書
の
叢
刻
の
気
風
を
開
き
、

そ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

二　

和
刻
本
の
底
本
の
源
流

和
刻
本
の
主
要
な
刊
行
の
歴
史
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
中
国
の
淵
源

は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
本
叢
刊
所
収
の
資
料
を
中
心
に
、
そ
の
底
本

の
源
流
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

（
一
）
古
鈔
本

日
本
所
蔵
の
中
国
の
古
籍
の
中
で
、
古
鈔
本
は
非
常
に
貴
重
な
一
類
で
あ
る
。

隋
唐
代
に
遣
唐
使
や
求
法
僧
の
頻
繁
な
往
来
に
よ
っ
て
、大
量
の
唐
代
の
写
本（
部

分
的
に
唐
末
の
印
本
を
含
む
）
が
持
ち
帰
ら
れ
た
。
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
は
極

め
て
少
な
い
も
の
の
、
伝
鈔
本
は
相
当
な
数
が
あ
る
。
阿
部
隆
一
「
本
邦
現
存
漢

籍
古
写
本
類
所
在
略
目
録
」
中
に
は
、
か
な
り
の
部
分
が
唐
代
の
写
本
の
伝
鈔
本

に
属
す
る
も
の
が
あ
る
。
も
っ
と
も
典
型
的
な
も
の
は
『
白
氏
文
集
』
の
旧
鈔
本

で
あ
ろ
う
が
、南
禅
寺
本
か
ら
出
て
お
り
、そ
の
当
時
白
居
易
は
ま
だ
在
世
で
あ
っ

た
た
め
に
、
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
は
宋
代
の
刊
本
と
の
差
異
は

往
々
に
し
て
大
き
く
、
写
本
時
代
と
刊
本
時
代
の
文
献
が
異
な
る
こ
と
を
体
現
し

て
い
る
。
あ
る
意
味
、
そ
の
重
要
性
は
敦
煌
の
写
本
と
同
列
に
見
な
し
得
よ
う
。

正
に
こ
の
こ
と
か
ら
、
清
末
以
降
、
日
本
に
赴
い
て
訪
書
し
た
有
識
の
士
た
ち
は
、

往
々
に
し
て
日
本
に
蔵
さ
れ
て
い
る
古
鈔
本
を
極
め
て
高
く
評
価
し
、
苦
労
し
て

探
し
求
め
た
。
こ
の
点
は
楊
守
敬
、羅
振
玉
に
お
い
て
も
っ
と
も
突
出
し
て
い
る
。

本
叢
刊
で
古
鈔
本
に
由
来
す
る
も
の
は
七
種
、
す
な
わ
ち

『
古
文
孝
経
孔
氏
伝
』、
弘
安
本
よ
り
出
で
、
原
本
の
所
在
は
不
詳
。

『
御
注
孝
経
』、
開
元
御
注
本
、
三
条
西
実
隆
写
本
よ
り
出
で
、
底
本
は
現
在
、
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五

日
本
皇
室
の
御
物
で
あ
る
。

『
正
平
版
論
語
集
解
』、
日
蔵
古
鈔
本
は
百
通
近
く
、
底
本
は
ほ
と
ん
ど
唐
鈔
を

源
と
す
る
。

『
論
語
義
疏
』、
底
本
は
日
蔵
旧
鈔
本
で
あ
る
。

『
玉
篇
残
巻
三
種
』、
底
本
は
神
宮
文
庫
、
高
山
寺
等
所
蔵
の
古
鈔
本
で
あ
る
。

『
旧
注
蒙
求
』、
底
本
は
亀
田
長
興
（
一
七
五
二
〜
一
八
二
六
）
個
人
蔵
の
写
本

で
あ
り
、
古
写
本
を
以
っ
て
校
訂
し
て
い
る
。

『
遊
仙
窟
鈔
』、
古
鈔
本
を
源
と
す
る
。

（
二
）
宋
元
刊
本

日
本
は
平
安
中
期
以
来
、
入
宋
、
入
元
の
僧
侶
が
非
常
に
多
く
、
大
量
の
宋
元

版
が
彼
ら
に
よ
っ
て
伝
来
し
た
。
ま
た
、
宋
の
商
人
が
貿
易
す
る
時
も
書
籍
を
交

易
す
る
者
が
往
々
お
り
、
こ
の
経
路
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
来
し
た
も
の
も
少
な
く

な
か
っ
た
。
こ
の
他
に
も
、
宋
元
の
移
民
も
書
籍
を
携
持
し
て
日
本
に
入
り
、
和

刻
本
の
底
本
と
な
っ
た
。

本
叢
刊
が
収
録
す
る
宋
元
（
遼
・
金
を
含
む
）
版
に
由
来
す
る
も
の
は
六
十
余

部
あ
り
、
以
下
に
そ
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

『
尚
書
正
義
』、
南
宋
越
州
八
行
本
、
底
本
は
、
足
利
学
校
遺
迹
図
書
館
現
蔵
。

『
春
秋
経
伝
集
解
』、
覆
宋
興
国
軍
学
（
湖
北
武
昌
）
本
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
宋
本
。

『
孝
経
』
覆
北
宋
天
聖
明
道
間
刊
本
、
底
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
現
蔵
。

『
纂
図
附
音
増
広
古
注
千
字
文
』、
こ
の
本
は
宋
の
諱
を
避
け
て
お
り
、
底
本
は

宋
本
に
違
い
な
い
。

『
歴
代
帝
王
紹
運
図
』、
こ
の
本
は
宋
の
幼
帝
で
終
わ
っ
て
お
り
、
且
つ
『
事
林

広
記
』
を
引
用
し
て
お
り
、
底
本
は
元
本
に
違
い
な
い
。

『
歴
代
帝
王
編
年
互
見
之
図
』、
底
本
は
宋
本
に
由
来
す
る
。

『
唐
才
子
伝
』、
底
本
は
元
本
に
由
来
す
る
。

『
施
氏
七
書
講
義
』、
底
本
は
宋
嘉
定
刊
本
に
由
来
す
る
の
に
違
い
な
い
。

『
新
雕
皇
朝
類
苑
』、
底
本
は
宋
刊
も
し
く
は
そ
の
伝
鈔
本
に
違
い
な
い
。

『
鶴
林
玉
露
』、
底
本
は
宋
刊
も
し
く
は
そ
の
伝
鈔
本
に
違
い
な
い
。

『
新
編
群
書
類
要
事
林
広
記
』、
底
本
は
元
泰
定
二
年
（
一
三
二
五
）
刊
本
で
あ

る
。『

三
宝
感
応
要
略
録
』、
底
本
は
遼
刊
本
に
由
来
す
る
。

『
釈
氏
要
覧
』、
底
本
は
宋
天
聖
二
年
（
一
〇
二
四
）
序
刊
本
に
由
来
す
る
。

『
楽
邦
文
類
』、
底
本
は
宋
慶
元
六
年
（
一
二
〇
〇
）
序
刊
本
に
由
来
す
る
。

（
三
）
明
清
刊
本

明
清
の
時
に
は
、
入
明
や
渡
清
の
人
士
が
持
ち
帰
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
決

し
て
主
流
を
占
め
て
は
い
な
か
っ
た
。
主
な
伝
来
の
方
法
は
、
商
船
貿
易
に
よ
る

も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
大
庭
修
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の

研
究
』
の
所
論
が
詳
し
く
、
参
考
す
べ
き
で
あ
る
。

本
叢
刊
は
明
清
本
は
三
十
部
（
清
本
四
部
）
を
収
録
す
る
。
明
刊
本
は
以
下
に

例
を
挙
げ
る
。

『
魁
本
対
相
四
言
雑
字
』、
底
本
は
明
洪
武
辛
亥
金
陵
王
氏
勤
有
書
堂
刊
本
。

『
神
器
譜
』、
底
本
は
明
万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
刊
本
。

『
耕
織
図
』、
底
本
は
明
天
順
六
年
（
一
四
六
二
）
宋
宗
魯
刊
本
。

『
内
閣
秘
伝
字
府
』、
底
本
は
明
隆
慶
二
年
（
一
五
六
八
）
序
の
刊
本
。



『
和
刻
本
中
国
古
逸
書
叢
刊
』
前
言

六
六

『
片
璧
草
法
彙
函
』、
底
本
は
明
弘
光
元
年
（
一
六
四
五
）
序
の
刊
本
。

『
新
刻
草
字
千
家
詩
』、
底
本
は
明
崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
）
建
陽
忠
慶
堂
余
熙

宇
刻
本
。

『
異
端
弁
正
』、
底
本
は
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
序
の
刊
本
。

『
聖
朝
破
邪
集
』、
底
本
は
明
崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九
）
刊
本
。

『
新
鋟
鄭
翰
林
類
校
金
璧
故
事
』、
底
本
は
明
万
暦
集
義
堂
黄
宜
斎
刊
本
。

清
刊
本
は
四
部
、
す
な
わ
ち

『
四
書
緒
言
』、
底
本
は
康
熙
二
十
五
年
（
一
六
八
六
）
樹
徳
堂
刊
本
。

『
蒲
東
桂
張
珠
玉
詩
集
』、
底
本
は
康
熙
十
年
（
一
六
七
一
）
序
の
刊
本
。

『
花
暦
百
詠
』、
底
本
は
康
熙
五
十
年
（
一
七
一
一
）
序
の
刊
本
。

『
晩
香
園
梅
詩
』、
底
本
は
康
熙
十
七
年
（
一
六
七
八
）
序
の
刊
本
。

（
四
）
手
跡
、
稿
本

中
日
の
人
物
の
往
来
、
詩
文
の
唱
和
は
、
そ
の
史
料
が
往
々
に
し
て
日
本
の
細

心
の
保
存
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
和
刻
本
に
は
手
跡
、
稿
本

に
よ
っ
て
刊
刻
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
『
一
帆
風
』
は
、
入
宋
の
日
本
僧

で
あ
る
南
浦
紹
明
（
一
二
三
五
〜
一
三
〇
八
）
が
咸
淳
三
年
（
一
二
六
八
）
及
び

四
年
に
帰
国
し
た
際
、
虚
堂
智
愚
な
ど
四
十
四
人
が
作
っ
た
送
別
詩
の
墨
跡
の
合

刊
本
で
あ
る
。
ま
た
『
石
城
遺
宝
』
は
、
日
本
の
釈
性
宗
が
寺
院
所
蔵
の
宋
元
明

の
禅
僧
及
び
日
本
人
の
真
跡
に
基
づ
き
編
纂
し
た
も
の
で
、
ど
れ
も
貴
重
な
交
流

の
史
料
で
あ
り
、
往
々
に
し
て
佚
篇
遺
文
を
保
存
し
て
お
り
、
文
献
の
価
値
が
甚

だ
高
い
。

中
国
の
社
会
変
動
の
際
、
し
ば
し
ば
手
稿
を
日
本
の
人
士
に
託
し
て
保
存
さ
れ

た
も
の
が
あ
る
。
本
叢
刊
に
収
録
す
る
二
種
は
、こ
の
例
に
属
す
る
。『
独
庵
外
集
』

は
明
代
の
名
僧
道
衍
（
姚
広
孝
）
が
手
稿
を
日
本
の
僧
侶
に
託
し
て
刊
刻
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。『
莽
蒼
園
文
藁
余
』は
、会
沢
安
が
彰
考
館
所
蔵
の
張
斐
の
手
稿（
今

す
で
に
現
存
せ
ず
）
に
よ
っ
て
排
印
し
た
も
の
で
、
張
氏
が
来
日
し
て
援
軍
を
要

請
し
た
時
の
遺
存
で
あ
る
。

（
五
）
朝
鮮
本

日
本
と
朝
鮮
は
隣
国
で
あ
り
、
人
物
の
往
来
が
絶
え
ず
、
朝
鮮
本
が
日
本
に
伝

来
す
る
こ
と
も
当
然
少
な
く
な
い
。
和
刻
本
の
内
に
は
、
朝
鮮
本
か
ら
出
た
も
の

も
あ
る
。
具
体
的
に
は
李
俊
杰
『
朝
鮮
時
代
日
本
と
書
籍
交
流
研
究
』（
弘
益
斎
、

一
九
八
六
年
）、
柳
鐸
一
『
韓
国
古
書
籍
日
本
刊
行
考
：
朝
鮮
朝
を
中
心
と
し
て
』

（『
韓
国
文
学
論
叢
』、六
・
七
合
併
号
）を
参
考
す
る
と
よ
い
。
本
叢
刊
所
収
の『
草

書
韻
会
』
は
底
本
が
朝
鮮
洪
武
二
十
九
年
（
一
三
九
六
）
刻
本
で
あ
る
。『
標
題

注
疏
小
学
集
成
』は
底
本
が
朝
鮮
正
統
刊
本
で
あ
る
。『
須
渓
先
生
評
点
簡
斎
詩
集
』

は
底
本
が
朝
鮮
嘉
靖
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
刊
本
で
あ
る
。『
文
章
一
貫
』
は

底
本
が
朝
鮮
銅
活
字
本
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
挙
げ
る
べ
き
も
の
は
多
く
あ
り
、
藤
本
幸
夫
は
「
韓
国
出
版
と
文

化
」（『
環
日
本
海
講
演
会
記
録
集
二
〇
〇
二
―
二
〇
〇
七
』、
鳥
取
県
立
図
書
館
、

二
〇
一
〇
年
）
の
中
で
、
古
活
字
本
『
新
編
医
学
正
伝
』
の
底
本
は
朝
鮮
銅
活
字

本
（
甲
寅
字
）、寛
永
古
活
字
本
『
漢
書
』
の
底
本
は
朝
鮮
銅
活
字
本
（
甲
寅
字
）、

古
活
字
本
『
君
臣
図
像
』
の
底
本
は
朝
鮮
中
宗
二
十
一
年
（
一
五
二
六
）
刻
本
、

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
刊
本
『
音
注
全
文
春
秋
括
例
始
末
左
伝
句
読
直
解
』
の

底
本
は
朝
鮮
端
宗
二
年
（
一
四
五
四
）
錦
山
刊
本
、江
戸
刊
本
『
賢
首
諸
乗
法
数
』
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の
底
本
は
燕
山
君
六
年
（
一
五
〇
〇
）
刊
本
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

三　

和
刻
本
の
学
術
価
値

和
刻
本
の
学
術
的
価
値
に
関
す
る
研
究
は
、
個
別
の
典
籍
に
つ
い
て
検
討
し
た

論
文
を
除
い
て
、
総
体
的
に
論
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
主
に
劉
兆
祐
「
論
中
国

古
籍
日
本
刊
本
之
価
値
」（『
書
目
季
刊
』、一
九
九
四
年
第
四
期
。
ま
た
同
氏
『
文

献
学
』
所
載
、三
民
書
局
、二
〇
〇
七
年
）、趙
飛
鵬
「
伝
播
与
回
流

―
略
論
「
和

刻
本
」
漢
籍
的
淵
源
価
値
」（
播
美
月
、鄭
吉
雄
編
『
東
亜
文
献
研
究
資
源
論
集
』、

学
生
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）、
周
振
鶴
「
和
刻
本
漢
籍
与
准
漢
籍
的
文
化
史
意
義
」

（『
中
国
典
籍
与
文
化
』、
二
〇
一
二
年
第
一
期
）
等
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
筆
者
の

熟
知
す
る
と
こ
ろ
及
び
本
叢
刊
に
収
録
す
る
も
の
に
よ
っ
て
概
括
し
て
お
く
。

（
一
）
逸
書
の
保
存

林
述
斎
『
佚
存
叢
書
』、
楊
守
敬
『
古
逸
叢
書
』
が
刊
行
さ
れ
て
以
降
、
日
本

所
蔵
漢
籍
の
学
術
価
値
が
認
め
ら
れ
、
海
外
か
ら
の
訪
書
者
た
ち
は
和
刻
本
に
対

し
て
非
常
に
力
を
注
い
だ
。
し
か
し
「
和
刻
本
」
に
対
し
て
全
面
的
に
網
羅
し
た

も
の
は
未
だ
多
く
は
見
ら
れ
な
い
。
本
叢
刊
に
収
録
の
和
刻
本
逸
書
及
び
罕
伝
の

典
籍
は
百
種
余
り
あ
り
、
内
訳
は
経
部
十
二
種
、
史
部
五
種
、
子
部
三
十
四
種
、

集
部
五
十
九
種
で
あ
り
、
洋
洋
た
る
大
観
を
な
す
と
い
え
よ
う
。

書
籍
の
底
本
が
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
い
、
わ
ず
か
に
和
刻
本
に
よ
っ
て
の
み

保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
本
叢
刊
所
収
書
を
例
と

し
て
も
、
取
り
上
げ
る
べ
き
も
の
が
頗
る
多
い
。
例
え
ば
江
戸
刻
本
『
二
李
唱
和

集
』
は
底
本
が
京
都
崇
蘭
館
所
蔵
の
宋
本
で
あ
る
が
、
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
て

お
り
、
和
刻
本
が
世
の
中
に
現
存
す
る
唯
一
の
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。
宋
の

釈
智
園
『
閑
居
編
』
五
十
一
巻
、
目
録
一
巻
は
、
清
代
に
は
ま
だ
存
在
し
て
い
た

が
、
趙
昱
（
一
六
八
九
〜
一
七
四
七
）
小
山
堂
所
蔵
宋
刊
本
（『
増
訂
四
庫
簡
明

日
録
標
注
』
著
録
『
中
庸
子
集
』）
は
現
在
所
在
が
未
詳
で
あ
り
、
す
で
に
亡
佚

し
て
し
ま
っ
た
に
違
い
な
い
。
和
刻
本
は
日
本
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
京
都
茨

城
方
道
刻
本
が
あ
り
、
現
存
す
る
最
古
の
版
本
に
属
す
る
。
南
宋
の
釈
宝
曇
『
橘

洲
文
集
』
十
巻
は
、
中
国
で
は
台
湾
の
国
家
図
書
館
所
蔵
の
日
本
江
戸
時
代
鈔
本

残
巻
（
巻
七
か
ら
十
ま
で
存
し
、
王
韜
の
旧
蔵
）
の
み
で
あ
り
、
久
し
く
伝
本
が

な
か
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
、
現
存
で
は
元
禄
十
一
年
織
田
重
兵
衛
刊
本
を
も
っ

て
最
佳
本
と
す
る
。

（
二
）
異
本
の
保
存

日
本
に
伝
え
ら
れ
た
中
国
の
古
籍
は
、
往
々
に
し
て
中
国
と
異
な
る
系
統
の
異

本
が
あ
る
。
こ
の
種
類
の
異
本
は
、
常
に
仔
細
な
校
勘
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
『
御
注
孝
経
』
は
、
本
叢
刊
収
録
の
も
の
は
開
元
御
注
本
で
あ
る
。
中

国
に
存
在
す
る
天
宝
注
本
と
比
べ
て
み
る
と
、
二
者
の
差
異
は
非
常
に
大
き
い
。

開
元
本
の
巻
首
の
元
行
沖
の
序
は
、
天
宝
本
で
は
玄
宗
の
序
に
改
め
ら
れ
、
経
文

も
ま
た
多
く
異
同
が
あ
り
、
改
め
ら
れ
た
も
の
は
十
一
条
あ
り
、
増
や
さ
れ
た
も

の
は
十
条
あ
る
。

ま
た
『
爾
雅
注
』
で
は
、
中
国
国
家
図
書
館
に
は
宋
刻
が
あ
り
、
日
本
に
は
江

戸
時
代
の
松
崎
明
復
の
翻
刻
本
（
底
本
は
京
都
崇
蘭
館
所
蔵
宋
本
で
あ
る
が
、
す

で
に
散
佚
）
が
あ
る
が
、
墨
釘
・

改
の
箇
所
を
比
べ
て
み
る
と
、
両
者
の
印
刷



『
和
刻
本
中
国
古
逸
書
叢
刊
』
前
言

六
八

は
同
時
期
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
和
刻
本
の
底
本
は
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本

よ
り
古
い
可
能
性
が
高
い
（
蒋
鵬
翔
「
宋
刻
十
行
本
「
爾
雅
注
」
版
本
源
流
考
」、

『
図
書
館
雑
誌
』、
二
〇
一
一
年
第
七
期
）。
こ
れ
は
『
爾
雅
注
』
の
版
本
の
流
伝

を
理
解
す
る
の
に
明
ら
か
に
と
て
も
有
意
義
で
あ
る
。

さ
ら
に
『
皇
朝
類
苑
』
で
は
、
中
国
に
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
は
六
十
三
巻
本
で

あ
る
が
、
日
本
の
活
字
本
は
七
十
八
巻
で
あ
り
、
巻
六
十
三
か
ら
末
巻
ま
で
、
中

国
国
内
本
に
比
べ
て
「
談
諧
戯
謔
」、「
神
異
幽
怪
」、「
詐
妄
謬
誤
」、「
安
辺
禦
寇
」

の
四
門
十
六
巻
分
が
多
く
、
全
て
合
わ
せ
て
二
百
条
余
り
あ
り
、
極
め
て
貴
重
な

で
あ
る
。

（
三
）
古
籍
の
原
貌
の
保
存

中
国
の
古
籍
は
重
刻
を
経
て
、
往
々
、
特
定
の
需
要
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
、元
の
様
子
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。こ
の
点
で
は
和
刻
本
が
か
え
っ

て
原
貌
に
近
い
こ
と
が
多
い
。

例
え
ば
『
鶴
林
玉
露
』
は
、
中
国
国
内
に
通
行
し
て
い
る
も
の
は
十
六
巻
本
で

あ
る
が
、
一
方
、
和
刻
本
は
三
編
十
八
巻
本
で
あ
る
。
こ
の
分
集
本
は
中
国
本
土

に
明
初
に
は
ま
だ
存
在
し
て
い
た
が
、そ
れ
以
降
だ
ん
だ
ん
と
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

十
八
巻
本
は
通
行
本
に
比
べ
て
四
十
条
多
く
、
文
字
も
ま
た
優
れ
て
い
る
箇
所
が

多
く
あ
り
、
必
ず
や
羅
氏
の
原
本
に
も
っ
と
も
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
価
値
も

頗
る
高
い
。

ま
た
『
釈
氏
要
覧
』
は
、『
郡
斎
読
書
志
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
宋
版
三
巻
本

は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
。
別
に
明
刊
本
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
非
常
に
稀
見

で
あ
り
、
日
本
の
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に

は
明
万
暦
十
一
年
（
一
五
八
三
）
刻
本
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
二
巻
本

で
あ
り
、
す
で
に
原
貌
で
は
な
い
。
日
本
に
は
南
北
朝
の
刊
本
が
あ
り
、
三
巻
本

で
あ
り
、
こ
の
本
に
は
「
杭
州
仙
林
寺
雕
造
」
の
原
刊
記
を
載
せ
て
お
り
、
宋
本

に
よ
っ
て
覆
刻
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
の
古
活
字
印
本
、
寛
永
刻
本
は
さ

ら
に
五
山
版
に
由
来
す
る
も
の
で
、
故
に
そ
の
三
巻
本
は
明
ら
か
に
二
巻
本
よ
り

も
原
貌
に
近
い
。

（
四
）
補
遣
、
校
勘
に
役
立
つ
点

⒈
補
遺

和
刻
本
は
、
そ
の
内
容
が
も
し
中
国
で
全
て
失
わ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
補
遺

の
価
値
は
必
然
的
に
頗
る
高
く
な
る
。
例
え
ば
宋
の
釈
大
観
『
物
初
賸
語
』

二
十
五
巻
は
、『
全
宋
詩
』・『
全
宋
文
』
は
ど
ち
ら
も
利
用
し
て
い
な
い
。
こ
の

書
は
前
七
巻
が
詩
で
、
後
の
十
八
巻
が
文
で
あ
り
、
補
う
べ
き
も
の
は
非
常
に
多

い
。
宋
の
釈
惟
清
『
霊
源
和
尚
筆
語
』
は
『
全
宋
文
』
に
八
十
通
余
り
の
書
信
を

補
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
惟
清
が
恵
洪
に
寄
せ
た
書
画
は
、
と
り
わ
け
貴

重
で
あ
る
の
に
、
学
界
で
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
部
分
的
な
内
容
が
失
わ
れ
た
も

の
も
あ
り
、
例
え
ば
『
開
元
天
宝
遺
事
』
所
載
の
王
仁
裕
の
序
は
、
中
国
の
伝
本

に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

⒉
校
勘

和
刻
本
は
、
刊
行
時
期
が
早
く
は
な
い
け
れ
ど
も
、
比
較
的
古
い
伝
本
が
元
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
清
人
が
正
平
版
『
論
語
』、
天
文
版
『
論
語
』
等
の

和
刻
本
の
経
部
の
文
献
を
用
い
て
校
勘
し
た
時
す
で
に
多
く
言
及
し
て
い
る
た

め
、
こ
こ
に
は
贅
述
を
避
け
る
。
こ
こ
で
は
集
部
の
一
例
を
挙
げ
る
に
止
め
る
。
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例
え
ば
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
本
『
和
靖
先
生
詩
集
』
は
、
事
実
上
、
北
宋

本
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
校
勘
す
る
と
多
く
の
佳
処
が
あ
る
。
例
え
ば
『
詩

将
』
詩
の
林
逋
の
自
注
は
、
中
国
国
内
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
「
詩
夫
子
」
に
作
る

が
、こ
の
本
だ
け
が
「
詩
天
子
」
に
作
り
（『
全
宋
詩
』
の
校
記
に
は
漏
れ
て
い
る
）、

日
本
の
文
献
で
あ
る
『
明
文
抄
』
所
載
「
琉
璃
台
詩
人
図
」
と
合
い
、
王
昌
齢
が

唐
の
時
代
に
「
詩
天
子
」
の
呼
称
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
に
、
校

勘
上
の
根
拠
を
示
し
て
い
る
。

（
五
）
出
版
史
の
価
値

和
刻
本
の
中
に
は
少
な
か
ら
ぬ
出
版
史
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。『
経

籍
訪
古
志
』巻
二
に
載
せ
る
日
本
室
町
時
期
の
覆
南
宋
国
子
監
遞
翻
五
代
監
本『
爾

雅
』（
八
行
本
）
は
、
五
代
の
李
鶚
が
著
し
た
刊
本
と
し
て
実
物
の
証
拠
を
提
供

し
て
お
り
、
印
刷
史
の
専
門
家
が
す
で
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に

数
例
を
挙
げ
た
い
。

例
え
ば
佚
書
『
二
李
唱
和
集
』
江
戸
覆
宋
刊
本
は
、書
末
に
「
郷
貢
進
士
毛
蔚
」

の
一
行
が
あ
り
、
こ
れ
は
当
然
本
書
刊
行
の
際
の
書
手
の
名
で
あ
り
、
宋
代
に
お

い
て
手
書
き
の
版
に
名
前
を
残
し
た
者
は
、
こ
の
書
が
最
も
古
い
も
の
で
あ
り
、

す
な
わ
ち
版
刻
史
上
の
佳
刻
で
も
あ
る
。

和
刻
本
中
に
あ
る
底
本
の
内
容
の
多
く
は
失
わ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
中
国

本
土
の
伝
本
の
刊
刻
時
期
や
刊
行
地
、
風
格
等
の
面
で
も
し
わ
ず
か
な
が
ら
差
異

が
あ
れ
ば
、
出
版
史
の
角
度
か
ら
見
る
と
非
常
に
価
値
が
あ
る
。

こ
れ
は
通
俗
類
の
書
籍
に
お
い
て
突
出
し
て
い
る
。
宋
元
以
降
、
書
賈
は
出
版

の
利
益
を
求
め
考
え
を
尽
く
し
た
。
そ
の
た
め
同
じ
書
籍
の
別
本
の
多
さ
は
人
を

し
て
驚
か
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
例
え
ば
明
刊
『
千
家
詩
』
は
、
主
に
基
と
な
っ
た

も
の
は
す
べ
て
謝
選
二
巻
本
で
あ
る
が
、
中
国
国
内
で
は
僅
か
に
『
新
刻
草
字
千

家
詩
』（
明
観
成
堂
陳
君
美
刻
本
）、『
明
解
増
和
千
家
詩
注
』（
明
内
府
彩
絵
本
）

及
び
民
間
所
蔵
の
『
新
刻
選
注
復
古
千
家
詩
』（
万
暦
間
刊
本
）
の
数
種
の
み
が

現
存
し
、
寥
々
た
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
和
刻

本
は
か
え
っ
て
多
種
が
世
に
存
在
し
、
そ
の
底
本
は
中
国
国
内
で
は
す
で
に
失
わ

れ
て
い
た
り
、罕
に
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。『
鼎
鎸
注
釈（
訓

注
）
解
意
懸
鏡
千
家
詩
』、『
新
訂
京
本
増
和
釈
義
魁
字
千
家
詩
選
』、『
片
璧
千
家

詩
草
法
』（『
片
璧
草
法
彙
函
』
所
収
）、『
新
刻
草
字
千
家
詩
』
は
、
明
代
の
民
間

に
お
け
る
『
千
家
詩
』
の
出
版
情
況
を
理
解
す
る
た
め
に
多
く
の
材
料
を
提
供
し

て
く
れ
る
。

類
似
の
例
と
し
て
さ
ら
に
『
金
璧
故
事
』
が
あ
る
。
こ
の
本
は
明
代
に
非
常
に

流
行
し
、『
新
刻
全
補
評
注
文

金
璧
故
事
』、『
鼎
雕
燕
台
校
正
評
釈
注
解
金
壁

故
事
』、『
新
刊
徽
郡
原
板
校
正
絵
像
注
釈
魁
字
登
雲
金
璧
故
事
』、『
新
鎸
京
板
図

像
音
釈
金
璧
故
事
大
成
』、『
鼎
梓
校
増
評
釈
五
倫
金
壁
故
事
大
全
』
等
の
諸
版
が

あ
り
、
巻
次
、
冊
数
の
多
寡
に
は
違
い
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
内
容
に
は
大
し
た
差

は
な
い
。
本
叢
刊
で
は
『
新
鋟
鄭
翰
林
類
校
金
璧
故
事
』
を
収
録
し
て
お
り
、
そ

の
底
本
は
明
万
暦
集
義
堂
黄
直
斎
刊
本
よ
り
出
て
お
り
、
插
図
二
十
幅
余
り
を
有

し
、
現
存
す
る
諸
本
の
中
で
刊
刻
が
も
っ
と
も
精
良
な
も
の
で
あ
る
。

（
六
）
芸
術
的
価
値

⒈
板
刻
書
法

い
わ
ゆ
る
板
刻
書
法
と
は
、
古
籍
刻
板
を
通
じ
て
古
籍
に
残
っ
て
い
る
書
法
的
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価
値
を
持
っ
た
書
跡
を
指
す
（
祁
小
春
『
中
國
古
籍
の
板
刻
書
法
』、
東
方
出
版
、

一
九
九
八
年
）。
古
籍
の
中
に
は
刻
印
の
精
美
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
芸

術
品
で
あ
る
（
范
景
中
「
書
籍
之
為
芸
術
」
参
照
、『
附
庸
風
雅
与
芸
術
欣
賞
』

所
載
、
中
国
美
術
学
院
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）。
こ
の
点
で
は
五
山
版
の
禅
籍

が
も
っ
と
も
突
出
し
て
い
る
。
多
く
の
禅
僧
の
手
跡
は
中
国
本
土
で
ほ
と
ん
ど

残
っ
て
い
な
い
が
、
禅
籍
所
載
の
手
書
の
序
跋
か
ら
そ
の
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
落
合
博
志
「
墨
蹟
と
五
山
版　

宋
元
代
禅
僧
等
書
蹟
資
料
と
し
て
の

五
山
版
の
序
跋
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
一
二
二
号
、
二
〇
〇
九
年
五
月
）
は
、
こ

の
問
題
に
対
し
て
注
目
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
二
例
は
日
本

人
の
禅
籍
に
附
さ
れ
た
宋
僧
の
手
跡
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
叢
刊
に
よ
れ

ば
更
に
多
く
の
実
例
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

宋
代
の
儒
釈
の
交
流
は
密
切
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
所
収
の
序
跋
も
ま
た
往
々

に
し
て
儒
士
が
作
っ
て
い
た
。
五
山
版
『
寒
山
子
詩
集
』
所
載
の
陸
游
、
朱
熹
の

跋
は
、
ど
ち
ら
も
二
人
の
手
跡
を
元
に
版
を
起
こ
し
て
お
り
、
大
変
貴
重
な
も
の

で
あ
る
。
日
本
の
江
戸
時
代
は
、
明
清
の
蔵
書
家
の
「
佞
宋
」
な
気
風
の
影
響
を

受
け
た
こ
と
で
、
真
跡
に
迫
る
書
籍
を
刻
印
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
例

え
ば
日
本
の
元
禄
時
期
に
翻
刻
さ
れ
た
『
淮
海
拏
音
』
は
、
精
美
な
覆
刻
本
で
あ

る
。
そ
の
依
拠
し
た
底
本
は
「
宋
刻
の
旧
本
」
で
あ
り
、
刊
語
に
「
刻
字
楷
正
、

足
為
清
玩
（
刻
字
楷
正
、
清
玩
を
為
す
に
足
る
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
宋
人
の
楷

書
の
謹
厳
さ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
書
前
に
は
居
簡
、
陸
応
竜
、
趙
汝
回
、

程
公
許
、
周
弼
等
の
序
が
あ
り
、
ど
れ
も
墨
跡
に
よ
る
翻
刻
で
あ
る
。
居
簡
の
墨

跡
が
日
本
に
現
在
も
伝
存
し
て
い
る
の
を
除
い
て
、
そ
の
ほ
か
の
人
士
の
書
跡
は

本
書
に
よ
っ
て
残
っ
て
お
り
、
十
分
に
貴
重
で
あ
る
。

⒉
版
画
価
値

和
刻
本
の
中
に
は
挿
絵
の
あ
る
書
籍
が
少
な
く
な
く
、
そ
の
大
部
分
は
刊
刻
が

精
美
で
あ
る
た
め
、中
国
版
画
研
究
に
お
い
て
非
常
に
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
和
刻
本
の
挿
絵
は
、
古
刊
の
仏
典
に
多
く
、
そ
れ
は
宋
版
仏
典
の
挿
図

の
覆
刻
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
刊
行
の
『
首
楞
厳
経
』

所
載
の
扉
絵
の
説
相
図
は
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
寛
元
二
年

（
一
二
四
六
）
泉
湧
寺
版
の
「
仏
制
比
丘
六
物
図
」、
鎌
倉
末
期
の
「
増
修
禅
教
施

食
儀
文
」
及
び
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
の
扉
頁
の
説
相
図
な
ど
が
あ
る
。
五
山

版
に
刊
行
さ
れ
た
外
典
の
中
で
挿
絵
が
あ
る
も
の
は
極
め
て
少
な
く
、
一
般
的
に

『
魁
本
対
相
四
言
雑
字
』、『
分
類
和
璧
図
像
句
解
君
臣
故
事
』
二
種
の
み
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
版
画
の
刊
本
に
も
宋
刻
に
由
来
す
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
「
正

徳
六
年
丙
申
二
月
吉
旦　

百
百
万
三
郎
開
版
」
の
刊
記
が
あ
る
『
仏
国
禅
師
文
殊

指
南
図
賛
』
は
佳
作
で
あ
る
。
こ
の
書
籍
の
底
本
は
南
宋
臨
安
府
衆
安
橋
賈
官
人

宅
刊
本
で
あ
り
、
収
録
す
る
図
は
五
十
六
幅
の
多
き
に
達
し
、
南
宋
版
画
史
上
の

精
品
で
あ
る
。
こ
の
書
の
宋
刊
は
中
国
で
は
す
で
に
失
わ
れ
（
中
国
国
内
に
は
僅

か
に
明
代
覆
刊
本
が
現
存
す
る
が
、
こ
れ
も
甚
だ
罕
見
で
あ
る
）、
羅
振
玉
は
か

つ
て
京
都
神
田
家
の
蔵
本
（
現
在
は
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
）
に
よ
っ
て
影
印
し
て

『
吉
石
庵
叢
書
』
初
集
に
収
録
し
て
い
る
。

本
叢
刊
が
収
録
す
る
挿
絵
の
あ
る
和
刻
本
の
多
く
は
明
清
刊
本
覆
刻
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
例
え
ば
先
述
の
『
金
璧
故
事
』
は
、そ
の
挿
絵
は
頗
る
精
美
で
あ
る
。

ま
た
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』
は
、
本
叢
刊
所
収
本
は
和
刻
覆
清
本
で
あ
り
、
巻

首
に
版
画
一
幀
が
あ
り
、
頗
る
精
良
で
、
ま
さ
に
清
人
が
成
作
し
た
に
違
い
な
い
。



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
二
號

七
一

董
捷
『
明
清
刊
「
西
廂
記
」
版
画
考
析
』（
河
北
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）

は
収
録
が
甚
だ
広
い
が
、
こ
の
書
に
論
及
し
な
い
。
こ
の
他
に
も
、「
耕
織
図
」

は
耕
図
二
十
一
幅
、
織
図
二
十
四
幅
を
収
録
し
、
宋
楼

本
の
様
子
に
比
較
的
近

い
。『
神
器
譜
』
は
火
器
の
製
造
・
使
用
に
関
す
る
兵
書
で
あ
る
。
全
書
に
図

二
百
幅
余
り
を
掲
載
し
て
い
る
。『
廬
山
記
』
の
巻
首
に
「
廬
山
十
八
賢
図
賛
」

十
六
図
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
頗
る
精
美
で
、
明
の
版
画
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ

て
い
る
。『
新
鎸
注
釈
出
像
皇
明
千
家
詩
』
に
は
図
二
十
八
幅
が
あ
り
、
こ
れ
も

ま
た
明
の
版
画
の
精
な
る
も
の
で
あ
る
。

帯
図
本
に
は
中
国
の
伝
本
が
や
や
少
な
い
も
の
が
あ
り
、
和
刻
本
は
そ
れ
を
補

う
は
た
ら
き
が
あ
る
。
例
え
ば
、
著
名
な
『
天
工
開
物
』
は
、
中
国
国
内
で
一
時

期
流
通
し
た
も
の
は
日
本
の
明
和
八
年
刊
本
の
影
印
本
で
あ
る
。
ま
た
『
集
雅
斎

画
譜
』
は
覆
明
万
暦
刊
本
で
あ
り
、
こ
れ
も
多
く
は
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
『
平

山
堂
図
志
』
は
、
乾
隆
の
原
刻
本
は
世
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
は
非
常
に
少
な
い
一

方
、
日
本
の
江
戸
時
期
の
「
官
版
」
は
覆
刻
が
極
め
て
精
美
で
あ
り
、
中
国
国
内

の
翻
刻
本
よ
り
は
る
か
に
勝
っ
て
い
る
。

（
七
）
書
籍
史
上
の
価
値

和
刻
本
は
時
に
非
常
に
複
雑
な
書
籍
の
伝
播
情
況
を
反
映
し
て
い
る
。
例
え
ば

新
羅
の
崔
致
遠
「
賢
首
国
師
碑
伝
」（「
唐
大
薦
福
寺
故
寺
主
翻
経
大
徳
法
蔵
和
尚

伝
」）
は
、
本
叢
刊
の
影
印
は
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
井
上
忠
兵
衛
和
刻
本

で
あ
る
。
そ
の
底
本
は
宋
本
で
あ
り
、
現
在
日
本
京
都
の
高
山
寺
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
末
尾
に
紹
興
十
九
年
（
一
一
四
九
）
宋
僧
の
義
和
の
題
記
が
あ
り
、
刻
工

は
「
錢
塘
王
玠
」
で
あ
り
、
典
型
的
な
宋
刻
本
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
本
の
特
別

な
と
こ
ろ
は
、「
大
安
八
年
壬
申
歳
高
麗
国
大
興
王
寺
奉
宣
雕
造　

本
寂
居
士
梁

璋
施
本
鏤
板
」
の
刊
記
を
附
し
、
そ
の
底
本
が
高
麗
宣
宗
九
年
（
一
〇
九
二
）
刊

本
で
あ
る
と
分
か
り
、
本
書
に
宋
と
高
麗
の
書
籍
交
流
の
史
料
的
価
値
を
具
有
せ

し
め
て
い
る
点
に
あ
る
。
そ
し
て
元
禄
本
の
出
現
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
こ
の
書

は
東
ア
ジ
ア
三
国
で
の
刊
刻
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
意
味
で
は
、
た
と
え
元
禄
本

に
少
な
く
な
い
錯
誤
が
あ
る
も
の
の
、
か
え
っ
て
非
常
に
高
い
書
籍
史
上
の
価
値

が
あ
る
。

和
刻
本
は
時
に
贈
り
物
と
さ
れ
た
。
徳
富
蘇
峰
が
一
九
一
七
年
に
中
国
を
訪
問

し
た
際
、『
成
簣
堂
叢
書
』
の
一
部
分
を
中
国
の
文
人
学
者
に
分
け
て
贈
呈
し
て

い
る
が
、
そ
こ
に
影
印
さ
れ
た
元
禄
本
『
淮
海
拏
音
』
は
も
っ
と
も
好
評
で
あ
っ

た
（『
支
那
漫
遊
記
』
の
「
半
畝
園
の
雅
集
」）。
長
沢
規
矩
也
が
中
国
に
赴
い
た

時
も
ま
た
、中
国
に
は
あ
ま
り
伝
本
の
多
く
な
い
和
刻
本
の『
二
十
七
松
堂
文
集
』、

『
文
章
一
貫
』
を
友
人
に
贈
っ
た
（
和
刻
本
の
該
書
の
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

（
八
）
思
想
史
に
お
け
る
価
値

和
刻
本
は
我
々
の
歴
史
の
認
識
を
豊
か
に
す
る
助
け
に
も
な
る
。
本
叢
刊
は
社

会
変
動
期
の
遺
民
た
ち
の
著
作
を
収
録
し
て
い
る
。
例
え
ば
蔡
正
孫
の
『
聯
珠
詩

格
』、
真
山
民
の
『
真
山
民
詩
集
』、
張
逢
辰
の
『
菊
花
百
詠
』、
張
斐
の
『

蒼

園
文
稿
余
』
等
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
を
通
し
て
、
我
々
は
時
空
を
超
え
て

彼
ら
の
心
の
声
を
新
た
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
歴
史
認
識
に
お
け
る
高
い
価
値

を
備
え
て
い
る
。

和
刻
本
は
日
本
の
出
版
物
で
あ
る
以
上
、
必
然
的
に
そ
の
国
の
思
想
背
景
を
持

つ
。
日
本
の
平
安
中
期
は
す
で
に
熟
達
し
た
版
刻
技
術
を
持
っ
て
い
た
と
は
言
っ
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て
も
、
外
典
の
刊
刻
は
甚
だ
遅
れ
て
い
た
。
も
し
仏
典
が
信
仰
を
代
表
し
、
儒
書

が
知
識
あ
る
い
は
修
養
を
代
表
す
る
な
ら
ば
、
日
本
の
出
版
技
術
の
施
行
は
実
の

と
こ
ろ
複
雑
な
思
想
文
化
の
背
景
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
平
安
貴
族
は
仏
典
の
刊

刻
を
許
可
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
技
術
を
外
典
の
出
版
に
用
い
な
か
っ
た
が
、
も

し
か
す
る
と
そ
の
時
代
の
貴
族
が
知
識
を
独
占
的
に
享
受
し
て
い
た
こ
と
と
関
係

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
新
し
い
伝
播
手
段
と
し
て
の
雕
版
印
刷
は
、
仏
典
に

限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
の
ち
貴
族
時
代
か
ら
武
家
時
代
に
入
っ
て
、
つ
い
に
雕
版

技
術
は
外
典
の
刊
刻
に
も
運
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
和
刻

本
の
外
典
の
出
現
は
、
あ
る
角
度
か
ら
言
え
ば
、
時
代
の
変
遷
と
思
想
解
放
の
指

標
と
し
て
見
な
せ
な
い
こ
と
は
な
い
。
五
山
時
代
の
禅
籍
の
出
版
、
ま
た
は
江
戸

時
代
の
宋
学
の
著
作
お
よ
び
唐
宋
詩
学
選
本
の
刊
行
は
、
ど
れ
も
時
代
の
風
気
の

烙
印
を
持
た
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
た
め
、
和
刻
本
も
ま
た
思
想
史
に
お
け
る
重

要
な
資
料
な
の
で
あ
る
。

和
刻
本
の
日
本
の
思
想
界
に
お
け
る
具
体
的
な
影
響
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
鴉
片
戦
争
の
後
、
中
国
の
知
識
人
は
西
洋
の
学
術
の
著
作
を
漢
訳
す
る
方
式

を
通
し
て
、
国
家
を
変
革
す
る
道
筋
を
探
し
求
め
た
。
少
な
か
ら
ぬ
数
の
中
国
で

出
版
さ
れ
た
漢
文
の
「
西
学
」
書
が
日
本
に
伝
来
し
、
訓
点
を
施
さ
れ
て
翻
刻
出

版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
書
籍
は
明
治
維
新
以
前
に
啓
蒙
の
作
用
を
起
こ
し
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
増
田
渉
の
『
西
学
東
漸
と
中
国
事
情
』（
岩
波
書
店
、一
九
七
九
年
）

の
論
述
に
詳
し
く
、
参
考
に
な
る
。

四　

中
国
に
お
け
る
和
刻
本
の
保
存
収
蔵

（
一
）
和
刻
本
の
早
期
伝
来

和
刻
本
が
い
つ
最
も
早
く
中
国
に
伝
来
し
た
か
は
考
察
で
き
な
い
。
和
刻
本
の

代
表
的
な
出
版
物
と
し
て
、
五
山
版
が
ま
ず
考
慮
の
対
象
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
宋

僧
の
蘭
渓
道
隆
（
一
二
一
三
〜
一
二
七
八
）
の
渡
日
を
始
め
と
し
て
、
宋
元
時
代

に
は
日
中
僧
侶
が
絶
え
ず
に
往
来
し
て
い
た
。
道
隆
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
著

作
は
宋
の
景
定
三
年
（
一
二
六
二
）
に
門
人
に
よ
っ
て
宋
に
も
た
ら
さ
れ
、
二
年

後
に
紹
興
府
で
刊
行
さ
れ
た
。
木
宮
泰
彦
『
日
華
文
化
交
流
史
』
の
統
計
に
よ
る

と
、
元
明
代
に
入
華
し
た
日
本
人
僧
侶
は
、
分
か
る
範
囲
で
三
百
人
余
り
い
る
。

五
山
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
宋
僧
の
禅
宗
語
録
な
ど
の
典
籍
は
入
華
の
日
本
僧
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
推
測
し
う
る
の
は
、
当
然
道
理
に
合
う
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
残
念
な
こ
と
に
、一
つ
も
現
存
し
て
い
な
い
。
明
代
の
無
逸
克
勤
が
来
日
し
、

天
台
の
散
佚
典
籍
三
十
部
を
求
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

清
代
に
至
っ
て
、
商
船
貿
易
の
発
展
と
と
も
に
和
刻
本
伝
来
の
記
載
も
追
い
追

い
と
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
享
和
十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
刊
刻
さ
れ
た
太
宰
純
が
整
理
し
た

『
古
文
孝
経
孔
氏
伝
』
は
、
恐
ら
く
今
知
り
う
る
最
も
早
く
に
伝
来
し
た
和
刻
本

で
あ
る
。『
知
不
足
斎
叢
書
』
覆
刻
本
『
古
文
孝
経
』
に
は
、
天
明
元
年
の
大
塩

良
の
跋
が
載
せ
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
版
成
而
請
琴
鶴
丹
治
公
、

令
長
崎
府
尹
、託
海
舶
遺
華
云
。
後
数
年
、又
聞
商
客
伊
孚
九
、乞
長
崎
購
獲
『
古

文
孝
経
』
及
『
七
経
孟
子
考
文
』
各
五
六
通
而
帰
。（
版
成
り
て
琴
鶴
丹
治
公
に
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第
十
二
號

七
三

請
い
、
長
崎
府
尹
を
し
て
、
海
舶
に
託
し
華
に
遺
ら
し
む
と
云
う
。
後
数
年
、
又

た
聞
く
商
客
の
伊
孚
九
、乞
い
て
長
崎
に
『
古
文
孝
経
』
及
び
『
七
経
孟
子
考
文
』

各
お
の
五
六
通
を
購
獲
し
て
帰
る
、
と
。）」
こ
の
「
琴
鶴
丹
治
公
」
は
、
当
時
の

沼
田
藩
主
の
黒
田
直
邦
（
荻
生
徂
徠
の
弟
子
）
で
あ
る
。
彼
が
長
崎
奉
行
に
命
じ

て
太
宰
純
の
整
理
本
を
「
海
舶
」、
即
ち
当
時
の
長
崎
の
唐
商
に
託
し
て
中
国
に

贈
っ
た
（
狩
野
直
喜
「
山
井
鼎
と
七
経
孟
子
考
補
遺
」
で
は
遅
く
と
も
享
保
二
十

年
前
に
は
す
で
に
中
国
に
伝
来
し
た
と
し
て
い
る
）。
伊
孚
九
は
長
崎
に
往
来
し

た
唐
商
で
、彼
が
享
保
十
九
年
十
二
月
に
帰
国
し
て
お
り
、そ
れ
で
大
庭
脩
は
『
古

文
孝
経
』
を
彼
が
持
ち
帰
っ
た
の
は
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
（『
江

戸
時
代
中
国
典
籍
流
播
日
本
之
研
究
』（
杭
州
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
日

本
原
書
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
の
研
究
』）、
頁
四
四
七
）。『
古
文

孝
経
孔
氏
伝
』
は
中
国
に
里
帰
り
し
た
後
、清
国
の
学
者
に
反
響
を
引
き
起
こ
し
、

『
知
不
足
斎
叢
書
』、『
四
庫
全
書
』
に
前
後
し
て
収
録
さ
れ
た
が
、
具
体
的
に
は

顧
永
新
「
日
本
伝
本
『
古
文
孝
経
』
回
伝
中
国
考
」（『
北
京
大
学
学
報
』、

二
〇
〇
四
年
第
二
期
）
が
参
考
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
贅
述
し
な
い
。

『
古
文
孝
経
』
の
伝
来
に
つ
い
て
、
ま
た
唐
商
の
汪
鵬
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ

て
い
る
（
山
本
巖
「
汪
鵬
事
蹟
考
」、『
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
一
部
、

四
十
五
の
一
、
一
九
九
五
年
三
月
）。
汪
鵬
の
『
袖
海
編
』（
ま
た
『
日
本
砕
語
』

と
い
う
）
の
記
載
に
よ
る
と
、
彼
も
か
つ
て
『
古
文
孝
経
孔
氏
伝
』『
七
経
孟
子

考
文
補
遺
』
を
購
入
し
て
学
者
た
ち
に
伝
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
乾
隆
四
十
一
年

（
一
七
七
六
）、
鮑
廷
博
（
一
七
二
八
〜
一
八
一
四
）
は
『
知
不
足
斎
叢
書
』
第
一

集
に
編
入
し
た
が
底
本
は
汪
鵬
か
ら
得
て
お
り
、
汪
の
『
古
文
孝
経
孔
氏
伝
』
の

伝
播
に
果
た
し
た
貢
献
は
頗
る
大
き
い
。
汪
鵬
は
ま
た
和
刻
本
の
佚
書
『
論
語
義

疏
』
の
里
帰
り
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
本
は
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
江

戸
古
学
派
の
代
表
、
荻
生
徂
徠
の
弟
子
の
根
本
遜
志
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
、
そ
の

後
汪
鵬
に
よ
っ
て
乾
隆
三
十
六
年
（
一
七
七
一
）
に
長
崎
か
ら
中
国
に
持
ち
帰
ら

れ
、
浙
江
の
遺
書
を
採
録
す
る
遺
書
局
総
裁
の
王
亶
望
に
献
上
さ
れ
、
さ
ら
に
王

氏
か
ら
皇
帝
に
進
呈
さ
れ
、『
四
庫
全
書
』（
乾
隆
五
十
二
年
に
文
淵
閣
刊
行
の
武

英
殿
本
に
よ
る
）
の
底
本
に
な
っ
た
。
乾
隆
四
十
年
（
一
七
七
五
）
前
後
、
王
氏

は
ま
た
巾
箱
本
と
し
て
翻
刻
し
、
そ
の
板
木
は
乾
隆
四
十
七
年
（
一
七
八
二
）
に

彼
が
自
殺
し
た
後
、
鮑
廷
博
が
入
手
し
、
数
年
後
に
『
知
不
足
斎
叢
書
』
第
七
集

に
編
入
さ
れ
た
。
松
浦
章
「
浙
江
商
人
汪
鵬
と
日
本
刻
『
論
語
集
解
義
疏
』」（『
関

西
大
学
文
学
論
集
』
四
十
四
の
一
〜
四
、
一
九
九
五
年
三
月
）
の
所
論
が
大
変
に

詳
し
い
の
で
、
参
考
に
な
る
。
こ
の
本
も
清
国
の
経
学
校
勘
に
重
要
な
影
響
を
生

み
、
翟
灝
・
呉
騫
・
盧
文
弨
・
阮
元
な
ど
が
本
書
を
頗
る
重
要
視
し
、
清
代
以
降

の
経
書
校
勘
に
不
可
欠
な
も
の
に
な
っ
た
。

よ
り
早
く
清
国
に
伝
来
し
た
も
の
に
、
山
井
鼎
・
物
観
の
『
七
経
孟
子
考
文
補

遺
』
が
あ
る
。
こ
の
書
は
和
刻
本
の
中
国
古
典
籍
で
は
な
い
が
、
足
利
学
校
所
蔵

の
日
本
古
活
字
本
『
周
易
』『
礼
記
』『
論
語
』『
孟
子
』
に
関
わ
る
の
で
、
言
及

す
る
に
値
す
る
。
山
井
鼎
は
江
戸
古
学
派
の
代
表
で
あ
る
荻
生
徂
徠
の
弟
子
で
あ

り
、
彼
は
足
利
学
校
所
蔵
の
古
鈔
本
・
宋
本
・
古
活
字
本
な
ど
の
経
書
を
用
い
て

『
七
経
孟
子
考
文
』
を
撰
し
、
後
に
幕
府
の
命
を
受
け
た
物
観
に
よ
っ
て
『
補
遺
』

が
完
成
さ
れ
、
享
和
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
刊
刻
さ
れ
た
。
本
書
は
徳
川
吉
宗

の
令
に
よ
っ
て
、
長
崎
唐
商
を
通
じ
て
翌
年
の
一
月
に
早
く
も
中
国
に
も
た
ら
さ

れ
た
（
狩
野
直
喜
「
山
井
鼎
と
『
七
経
孟
子
考
文
補
遺
』」、『
支
那
学
文
藪
』、
み

す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
）。
こ
の
本
は
後
に
汪
啓
淑
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
、『
四



『
和
刻
本
中
国
古
逸
書
叢
刊
』
前
言

七
四

庫
全
書
』
は
こ
れ
に
依
拠
し
て
収
録
し
て
い
る
。
乾
嘉
時
代
の
学
者
の
翟
灝
・
盧

文
弨
・
王
鳴
盛
・
洪
頤
煊
・
阮
元
な
ど
は
、
各
々
こ
の
本
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ

り
、
高
い
評
価
を
下
し
た
。
例
え
ば
、
阮
元
は
「
山
井
鼎
所
称
宋
本
、
往
往
与
漢
、

晋
古
籍
及
『
釈
文
』
別
本
、
岳
珂
諸
本
合
、
所
称
古
本
及
足
利
本
、
以
校
諸
本
、

竟
為
唐
以
前
別
行
之
本
（
山
井
鼎
の
称
す
る
所
の
宋
本
、
往
往
に
し
て
漢
、
晋
の

古
籍
及
び
『
釈
文
』
別
本
、
岳
珂
の
諸
本
と
合
し
、
称
す
る
所
の
古
本
及
び
足
利

本
、
諸
本
を
校
す
る
を
以
て
、
竟
に
唐
以
前
の
別
行
の
本
と
為
す
）」
と
言
い
、

足
利
の
活
字
本
が
古
く
に
来
源
す
る
学
術
的
価
値
を
有
す
こ
と
を
正
確
に
指
摘
し

て
い
る
（
顧
永
新
「『
七
経
孟
子
考
文
』
考
述
」、『
北
京
大
学
学
報
』、
二
〇
〇
二

年
第
一
期
）。

尾
張
本
『
群
書
治
要
』
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
刊
行
さ
れ
、
間
も
な
く

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
後
修
本
が
出
た
。
寛
政
後
修
本
の
伝
来
に
つ
い
て
は

明
確
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
近
藤
守
重
『
右
文
故
事
』
な
ど
の
資
料
に
よ
る
と
、

彼
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
寛
政
後
修
本
を
唐
館
に
贈
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
道
光
二
十
七
年
（
一
八
四
七
）
に
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
『
連
筠

叢
書
』
は

こ
の
本
を
底
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
咸
豊
七
年
（
一
八
五
七
）
に
刊
行
さ
れ
た

『
粵
雅
堂
叢
書
』
二
十
六
集
は
天
明
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
民
国
時
代
の
『
四

部
叢
刊
』
も
天
明
本
に
よ
っ
て
影
印
し
た
（
尾
崎
康
「『
群
書
治
要
』
と
そ
の
現

存
本
」、『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
二
十
五
輯
、
一
九
九
一
年
三
月
参
照
）。
本
書
の

輸
出
に
つ
い
て
、『
続
長
崎
実
録
』
に
多
く
記
載
が
あ
り
、
例
え
ば
、
文
化
十
四

年
（
一
八
一
七
）
に
『
群
書
治
要
』
十
三
部
、
文
政
六
・
七
・
八
年
に
は
そ
れ
ぞ

れ
一
部
が
輸
出
さ
れ
た
と
あ
り
、
需
要
が
頗
る
多
か
っ
た
。

林
述
斎
の
『
佚
存
叢
書
』
も
早
く
か
ら
中
国
に
伝
来
し
た
。『
通
航
一
覧
続
輯
』

（
第
二
巻
）
の
記
載
に
よ
る
と
、
該
書
の
前
編
・
後
編
は
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）

に
中
土
に
伝
来
し
、
全
て
八
部
あ
る
。
そ
の
後
の
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）、
文

政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
も
輸
入
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
阮
元
は
入
手
し
た
後
、

七
種
を
選
出
し
て
『
宛
委
別
藏
』（『

経
室
外
集
』
巻
二
著
録
）
に
収
録
し
、
鮑

廷
博
も
そ
の
中
の
『
五
行
大
義
』
を
選
び
『
知
不
足
斎
叢
書
』
二
十
六
集
に
収
録

し
た
。

ま
た
、か
な
り
有
名
な
例
は『
正
平
版
論
語
』の
鈔
本
で
あ
る
。
銭
曾（
一
六
二
九

〜
一
七
〇
一
）『
読
書
敏
求
記
』
に
い
う
。

此
書
乃
遼
海
蕭
公
諱
応
宮
監
軍
朝
鮮
時
所
得
、
甲
午
（
一
六
五
四
）
初
夏
、

予
以
重
価
購
之
於
公
之
仍
孫
、
不
啻
獲
一
珍
珠
船
也
。
筆
画
奇
古
、
似
六
朝
初

唐
人
隸
書
碑
版
、
居
然
東
国
旧
鈔
。
行
間
所
注
字
、
中
華
罕
有
識
之
者
。
洵
為

書
庫
中
奇
本
。
巻
末
二
行
云
、
堺
浦
道
祐
居
士
重
新
命
工
鏤
梓
、
正
平
甲
辰
五

月
吉
日
謹
志
。
未
知
正
平
是
朝
鮮
何
時
年
号
、
俟
続
後
考
之
。

（
こ
の
書
乃
ち
遼
海
蕭
公
、諱
は
応
宮
、朝
鮮
に
監
軍
す
る
時
に
得
る
所
な
り
。

甲
午
の
初
夏
、
予
は
重
価
を
以
て
之
を
公
の
仍
孫
に
購
い
、
啻
に
一
珍
珠
船
を

獲
る
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
。
筆
画
奇
古
、
六
朝
初
唐
人
の
隸
書
の
碑
版
に
似
、

居
然
と
し
て
東
国
の
旧
鈔
な
り
。
行
間
に
注
す
る
所
の
字
、
中
華
罕
に
之
を
識

る
も
の
有
り
。
洵
に
書
庫
の
中
の
奇
本
と
為
す
。
巻
末
二
行
に
云
わ
く
、
堺
浦

道
祐
居
士
重
新
工
に
命
じ
て
鏤
梓
せ
し
む
、正
平
甲
辰
五
月
吉
日
謹
み
て
志
す
、

と
。
未
だ
正
平
は
是
れ
朝
鮮
何
時
の
年
号
な
る
か
を
知
ら
ず
、
続
き
て
後
に
之

を
考
す
る
を
俟
つ
。）

現
代
の
学
者
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
の
本
は
室
町
中
期
の
『
正
平
版
論
語
』
の

鈔
本
で
あ
り
、
そ
の
底
本
は
初
刻
で
は
な
く
、
覆
刻
の
双
跋
本
で
あ
る
（
高
橋
智
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『
室
町
時
代
古
鈔
本
『
論
語
集
解
』
の
研
究
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）。
銭

氏
は
清
初
の
蔵
書
の
大
家
で
あ
る
が
、
彼
で
さ
え
日
本
鈔
本
を
朝
鮮
鈔
本
に
間
違

え
て
お
り
、
当
時
の
蔵
書
家
た
ち
の
日
本
書
に
暗
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ

の
本
は
和
刻
本
の
鈔
本
で
あ
っ
て
も
、
和
刻
本
の
中
国
伝
来
の
歴
史
に
お
い
て
重

要
視
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
本
は
後
に
黄
丕
烈
（
一
七
六
三
〜
一
八
二
五
）
に
帰

し
、
友
人
の
翁
広
平
が
よ
う
や
く
正
平
は
日
本
の
年
号
で
あ
る
と
の
事
実
を
指
摘

し
た
。
こ
の
本
は
後
に
陸
心
源
の
蔵
書
の
舶
載
に
伴
っ
て
東
伝
し
、
今
は
静
嘉
堂

文
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
銭
曾
の
所
蔵
の
日
本
鈔
本
は
朝
鮮
の
旧
蔵
で
あ
り
、

後
に
中
国
に
伝
来
し
、
ま
た
日
本
に
戻
っ
た
こ
と
は
、
確
か
に
書
籍
交
流
史
上
の

一
奇
事
で
あ
る
。

上
述
の
資
料
は
よ
く
研
究
者
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、毛
氏
汲
古
閣
影
鈔
本『
正

平
版
論
語
』
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
本
は
『
十
硯
山
房
旧
蔵
書
目
録
』

に
「
明
毛
氏
汲
古
閣
影
鈔
日
本
正
平
本
」
と
著
録
さ
れ
て
お
り
、
今
は
京
都
大
学

文
学
部
（
田
中
慶
太
郎
十
硯
山
房
旧
蔵
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
全
十
冊
、
表
紙

に
は
先
人
の
墨
書
題
詞
が
あ
っ
て
い
う
。

此
古
本
也
、
従
日
本
国
唐
本
影
鈔
。
国
初
惟
述
古
堂
、
汲
古
閣
二
公
有
之
。

銭
遵
王
藏
本
、
已
経
翻
刻
之
本
、
世
亦
不
可
多
得
。
原
本
不
知
帰
於
何
所
。
此

毛
子
晋
藏
本
、
庚
申
兵
火
後
、
予
従
荒
書
得
之
、
真
奇
宝
也
。
惜
□
□
士
風
蕪

□
、
将
來
無
人
物
色
、
則
亦
与
敝
紙
無
異
也
。

（
此
れ
古
本
は
、
日
本
国
の
唐
本
よ
り
影
鈔
す
。
国
初
惟
だ
述
古
堂
、
汲
古

閣
の
二
公
の
み
之
を
有
す
。
銭
遵
王
の
藏
本
、已
に
翻
刻
を
経
る
の
本
に
し
て
、

世
に
亦
た
多
く
得
べ
か
ら
ず
。
原
本
は
何
所
に
帰
す
か
を
知
ら
ず
。
此
の
毛
子

晋
の
藏
本
、
庚
申
の
兵
火
の
後
、
予
荒
書
よ
り
之
を
得
。
真
に
奇
宝
な
り
。
惜

し
む
ら
く
は
□
□
士
風
の
蕪
□
、
将
来
人
の
物
色
す
る
無
く
ん
ば
、
則
ち
亦
た

敝
紙
と
異
な
る
こ
と
無
か
ら
ん
。）

こ
の
鈔
本
は
吉
川
幸
次
郎
『
論
語
』（
上
冊
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
）

に
簡
単
に
言
及
さ
れ
た
だ
け
で
、
先
生
は
こ
の
影
鈔
本
の
底
本
は
毛
晋
の
書
友
の

銭
曾
の
蔵
本
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
が
、こ
れ
は
正
し
い
。
こ
こ
に
取
り
挙
げ
、

注
意
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
こ
の
本
は
毛
晋
の
晩
年
の
影
鈔
本
で
あ
り
、
か

つ
日
中
書
籍
交
流
史
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。

（
二
）
和
刻
本
の
清
末
民
国
に
お
け
る
保
存
と
収
蔵

清
末
以
降
、
日
本
に
赴
き
書
籍
を
訪
ね
る
人
が
大
勢
い
た
た
め
、
和
刻
本
も
大

量
に
伝
来
し
た
。
こ
こ
で
は
、
比
較
的
重
要
な
人
物
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
み

る
。ま

ず
は
楊
守
敬
（
一
八
三
九
〜
一
九
一
五
）
で
あ
る
。
彼
は
四
年
間
に
日
本
に

滞
在
し
、「
日
游
市
上
、
凡
板
已
毀
壊
者
皆
購
之
、
不
一
年
遂
有
三
万
余
巻
（
日

に
市
上
に
游
び
、
凡
そ
板
の
已
に
毀
壊
せ
ら
る
者
皆
之
を
購
い
、
一
年
な
ら
ず
し

て
遂
に
三
万
余
巻
有
り
）」（「
日
本
訪
書
志
縁
起
」）。
彼
の
蔵
書
の
な
か
に
は
、

当
然
和
刻
本
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
近
年
影
印
さ
れ
た
『
鄰
蘇
園
蔵
書
目
録
』
に

よ
っ
て
、
彼
が
蒐
集
し
た
も
の
の
大
概
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
『
日
本
訪

書
志
』
に
は
二
十
五
部
を
著
録
し
て
お
り
、
善
本
も
相
当
あ
る
。
例
え
ば
、
巻
一

の
冒
頭
に
は
足
利
活
字
本
『
七
経
』
を
載
せ
て
楊
氏
は
か
く
い
う
。

足
利
学
活
字
本
『
七
経
』、
山
井
鼎
所
拠
以
著
『
七
経
孟
子
考
文
』
者
。
是

書
印
行
於
日
本
慶
長
時
、
当
明
万
暦
年
間
。
其
原
係
拠
其
国
古
鈔
本
、
或
去
其

注
末
虛
字
、
又
参
校
宋
本
、
故
其
不
与
宋
本
合
者
皆
古
鈔
本
也
。
日
本
刻
経
、
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始
見
正
平
『
論
語
』
及
翻
興
国
本
『
左
伝
』、
又
有
五
山
本
『
毛
詩
鄭
箋
』、
其

全
印
『
七
経
』
者
自
慶
長
活
字
本
始
。
余
至
日
本
之
初
物
色
之
、
見
一
経
即
購

存
、
積
四
年
之
久
、
乃
配
得
全
部
。
蓋
活
字
一
時
印
行
雖
多
、
久
即
罕
存
、
其

例
皆
然
。
如
吾
中
土
蘭
雪
堂
活
字
本
、
亦
印
於
明
代
、
今
日
已
成
星
鳳
。
山
井

鼎
当
我
康
熙
年
間
、
此
本
已
非
通
行
、
惟
足
利
侯
国
大
学
始
有
全
部
、
無
怪
近

日
之
更
難
遇
也
。
或
疑
其
中
凡
近
宋
本
諱
多
缺
筆
、当
是
全
翻
宋
本
。
是
不
然
、

蓋
其
刻
字
時
仿
宋
本
字
体

入
、
故
凡
遇
宋
諱
亦
一
例
效
之
、
実
不
尽
拠
宋
本
。

（
足
利
学
活
字
本
『
七
経
』
は
、
山
井
鼎
拠
り
て
以
て
『
七
経
孟
子
考
文
』

を
著
す
所
の
者
な
り
。
こ
の
書
日
本
の
慶
長
の
時
に
印
行
し
、
明
の
万
暦
年
間

に
当
る
。
其
れ
原
と
其
の
国
の
古
鈔
本
に
拠
る
に
係
り
、
或
い
は
其
の
注
末
の

虛
字
を
去
り
、
又
た
宋
本
を
参
校
す
。
故
に
其
の
宋
本
と
合
わ
ざ
る
者
は
皆
古

鈔
本
な
り
。
日
本
の
刻
経
、
始
め
て
正
平
『
論
語
』
及
び
翻
興
国
本
『
左
伝
』

に
見
え
、又
た
五
山
本
『
毛
詩
鄭
箋
』
有
り
、其
の
『
七
経
』
を
全
印
す
る
も
の
、

慶
長
活
字
本
よ
り
始
ま
る
。
余
、
日
本
に
至
る
の
初
め
、
之
を
物
色
し
、
一
経

を
見
れ
ば
即
ち
購
存
し
、
積
む
こ
と
四
年
の
久
し
く
し
て
、
乃
ち
全
部
を
配
し

得
た
り
。
蓋
し
活
字
は
一
時
印
行
多
し
と
雖
も
、
久
し
け
れ
ば
即
ち
存
す
る
こ

と
罕
な
る
こ
と
、
其
の
例
皆
然
り
。
吾
が
中
土
の
蘭
雪
堂
の
活
字
本
の
如
く
、

亦
た
明
代
に
印
す
る
も
、
今
日
已
に
星
鳳
と
成
る
。
山
井
鼎
は
我
が
康
熙
年
間

に
当
り
、
此
の
本
已
に
通
行
に
非
ず
、
惟
だ
足
利
侯
国
の
大
学
に
始
め
て
全
部

有
る
の
み
。
近
日
の
更
に
遇
い
難
き
を
怪
し
む
無
き
な
り
。
或
ひ
と
疑
う
、
其

の
中
の
凡
そ
宋
本
の
諱
に
近
く
す
れ
ば
、
多
く
缺
筆
し
、
当
に
是
れ
全
く
宋
本

を
翻
す
べ
し
と
。
是
れ
然
ら
ず
、
蓋
し
其
の
刻
字
の
時
、
宋
本
の
字
体
に
仿
い

て

入
す
、
故
に
凡
そ
宋
諱
に
遇
え
ば
亦
た
一
例
に
し
て
之
に
效
い
、
実
は
尽

く
は
宋
本
に
拠
ら
ず
。）

楊
氏
が
版
本
の
源
流
を
把
握
し
た
上
で
購
入
し
た
た
め
に
、
そ
の
収
集
が
極
め

て
精
美
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
彼
は
和
刻
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』、『
論

語
集
解
』、
開
元
注
本
『
孝
経
』、
天
宝
注
本
『
孝
経
』、『
帝
範
』、『
臣
軌
』、『
唐

律
疏
義
』、『
荘
子
南
華
真
経
』、『
文
中
子
中
説
』
な
ど
に
対
し
て
題
跋
を
書
き
、

彼
が
和
刻
本
を
甚
だ
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
楊
氏
の
蔵
書
は
主
に
国
家

図
書
館
（
北
海
分
館
に
も
一
部
を
所
蔵
し
て
い
る
）、
台
北
故
宮
博
物
館
、
湖
北

省
図
書
館
、
湖
北
省
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
今
人
の
趙
飛
鵬
『
観
海
堂
蔵

書
之
研
究
』（
漢
美
図
書
、
一
九
九
一
年
）
の
叙
述
が
詳
し
く
、
参
考
に
す
べ
き

で
あ
る
。

李
盛
鐸
（
一
八
五
九
〜
一
九
三
四
）
は
清
末
の
頃
、
公
使
と
し
て
日
本
に
い
た

時
に
、
日
本
の
古
刊
本
、
古
活
字
本
及
び
江
戸
刊
本
を
購
入
し
、
所
蔵
の
和
刻
本

は
量
が
多
く
、
質
も
よ
く
、
中
国
蔵
書
家
の
な
か
の
第
一
人
者
で
あ
る
。『
木
犀

軒
蔵
書
題
記
書
録
』
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
斑
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち

の
貴
重
な
も
の
に
、
鎌
倉
時
代
の
古
刊
本
『
成
唯
識
論
述
記
』、
五
山
版
『
春
秋

経
伝
集
解
』（
楊
守
敬
旧
蔵
）、『
仏
果
圜
悟
真
覚
禅
師
心
要
』、『
雪
峰
空
和
尚
外
集
』、

古
活
字
版
『
周
易
注
』、『
春
秋
経
伝
集
解
』、『
皇
宋
類
苑
』、『
新
刊
鶴
林
玉
露
』、

江
戸
刊
本
『
義
楚
六
帖
』、『
無
文
印
』
な
ど
の
貴
重
本
が
あ
る
（
宿
白
『
北
京
大

学
図
書
館
蔵
朝
鮮
・
日
本
版
善
本
書
録
』
参
照
）。
彼
の
蔵
書
は
北
京
大
学
図
書

館
に
収
蔵
さ
れ
、
散
佚
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
頗
る
貴
重
で
あ
る
。
和
刻

本
は
、
す
べ
て
『
北
京
大
学
図
書
館
日
本
版
古
籍
目
録
』（
李
玉
編
、
北
京
大
学

出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
に
載
録
さ
れ
て
お
り
、
検
索
に
極
め
て
便
利
で
あ
る
。

羅
振
玉
（
一
八
六
六
〜
一
九
四
〇
）
は
日
本
に
滞
在
し
た
八
年
の
間
に
和
刻
本
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を
購
入
し
、
よ
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。『
貞
松
堂
秘
本
書
提
要
』
及
び
『
大
雲

書
庫
蔵
書
目
録
』
に
よ
っ
て
、
そ
の
概
要
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。
彼
が
題
跋

し
た
和
刻
本
は
『
草
書
韻
会
』、『
内
閣
秘
伝
字
府
』、『
闢
邪
集
』、『
独
庵
外
集
続

稿
』、『
古
文
真
宝
』、
な
ど
が
あ
り
、
彼
が
和
刻
本
の
価
値
を
よ
く
認
識
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
惜
し
い
こ
と
に
彼
の
蔵
書
は
残
念
な
が
ら
か
な
り
散
佚
し
て

い
る
。
現
存
本
に
つ
い
て
い
え
ば
、そ
れ
で
も
貴
重
本
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、

五
山
版
『
独
庵
外
集
続
稿
』
は
日
本
で
は
両
足
院
に
し
か
な
い
が
、
残
欠
本
で
あ

り
、
羅
氏
の
所
蔵
は
伝
世
最
佳
の
善
本
で
あ
る
。

清
末
に
お
け
る
和
刻
本
仏
教
典
籍
の
収
蔵
に
つ
い
て
は
、
楊
仁
山
（
一
八
三
七

〜
一
九
一
一
）
を
代
表
と
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
は
南
条
文
雄
な
ど
の
日
本
の
友
人

を
通
じ
て
大
量
の
和
刻
本
仏
典
を
購
入
し
た
。
金
陵
刻
経
処
に
は
、
和
刻
本
仏
経

百
五
十
部
余
り
を
現
蔵
し
、
そ
れ
は
当
初
に
得
た
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
網
羅
的

な
収
果
の
豊
か
さ
を
見
る
に
足
る
。
彼
は
こ
れ
に
よ
っ
て
一
連
の
典
籍
を
翻
刻
し

（
経
板
の
一
部
は
ま
だ
金
陵
刻
経
処
に
残
っ
て
い
る
）、
近
代
に
お
け
る
仏
教
の
流

布
に
深
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、『
浄
土
古
逸
十
書
』
は
和
刻
本
古

逸
書
の
専
門
分
野
的
叢
書
の
先
駆
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
盛
宣
懐
（
一
八
四
四
〜

一
九
一
六
）
は
日
本
に
赴
い
た
期
間
に
多
く
の
和
刻
本
を
購
入
し
、
彼
の
収
蔵
は

実
用
書
を
主
と
し
た
た
め
、
善
本
に
乏
し
い
が
、
部
類
が
揃
っ
て
お
り
、
華
東
師

範
大
学
に
現
蔵
さ
れ
て
い
る
。

指
摘
す
べ
き
は
、
清
末
の
公
使
館
員
た
ち
が
和
刻
本
の
中
国
伝
来
に
お
い
て
大

き
な
貢
献
を
な
し
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
百
万
塔
陀
羅
尼
経
』
は
清
の
公

使
館
員
陳
榘
の
収
蔵
に
よ
っ
て
中
国
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
が
（
陳
捷
「
関
於

日
本
最
早
的
印
刷
品
百
万
塔
陀
羅
尼
経
西
伝
中
国
的
記
録
」、『
人
物
往
来
与
書
籍

流
転
』、
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
参
照
）、
残
念
な
こ
と
に
実
物
は
す
で
に
な
く

な
っ
て
い
る
。
陳
榘
は
和
刻
本
を
数
多
く
購
入
し
、
例
え
ば
傅
雲
龍
『
籑
喜
廬
叢

書
』
に
収
録
さ
れ
た
『
二
李
唱
和
集
』
は
、
彼
が
東
京
の
書
肆
で
購
入
し
た
も
の

で
あ
る
。
惜
し
む
ら
く
は
底
本
は
す
で
に
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
。
も
う
一
人
の
館

員
で
あ
る
姚
文
棟
（
一
八
五
二
〜
一
九
二
九
）
は
日
本
か
ら
刻
本
・
鈔
本
を
購
入

し
、
二
つ
の
部
屋
を
埋
め
尽
く
す
も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ
、
購
入
の
多
き
を
見
る

に
足
る
。
彼
が
残
し
た
蔵
書
簡
目
（『
景
憲
府
君
年
譜
』
所
収
）
に
よ
る
と
、
彼

が
購
入
し
た
和
刻
本
の
善
本
に
は
松
崎
明
復
影
刻
の
北
宋
本
『
爾
雅
』、
日
本
正

平
本
『
論
語
集
解
』、
天
文
板
『
論
語
』、『
一
切
経
音
義
』
な
ど
が
あ
り
、
彼
の

収
蔵
は
経
部
を
主
と
し
、な
か
に
は
日
本
刊
本
の
『
論
語
』
が
十
数
種
に
も
達
し
、

そ
の
重
視
し
た
も
の
が
十
分
に
見
て
と
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
彼
の
蔵
書
も
多
く

行
方
不
明
で
あ
る
（
陳
捷
『
姚
文
棟
在
日
本
的
訪
書
活
動
』、『
人
物
往
来
与
書
籍

流
転
』、
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
）。

五　

和
刻
本
の
中
国
に
お
け
る
翻
刻

（
一
）
和
刻
本
版
木
の
伝
来
と
重
印

日
本
は
明
治
維
新
以
来
、
漢
学
が
衰
微
し
た
た
め
、
伝
統
の
古
典
籍
が
重
視
さ

れ
ず
、「
故
家
旧
蔵
幾
於
論
斤
估
値
（
故
家
の
旧
蔵
は
幾
ど
斤
を
論
ず
る
に
於
て

估
値
す
）」（
楊
守
敬
「
日
本
訪
書
志
縁
起
」）
と
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
大
量
の
古
典

籍
が
中
国
に
舶
載
さ
れ
た
そ
の
な
か
に
は
和
刻
本
の
版
木
も
乏
し
く
な
か
っ
た
。

も
し
『
古
逸
叢
書
』
を
和
刻
本
と
見
な
せ
ば
（
刻
工
を
基
準
と
し
て
）、
揚
州

印
刷
博
物
館
に
現
存
す
る
そ
の
版
木
は
、
お
そ
ら
く
中
国
に
お
け
る
和
刻
本
の
版

木
（
中
国
で
の
補
刻
版
を
含
む
）
の
最
も
多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
に
な
る
で



『
和
刻
本
中
国
古
逸
書
叢
刊
』
前
言

七
八

あ
ろ
う
。
該
書
は
清
末
の
時
に
板
木
を
用
い
て
印
刷
さ
れ
、
比
較
的
に
多
く
流
布

し
て
い
る
が
、
美
濃
紙
を
用
い
て
初
印
さ
れ
た
和
刻
本
の
す
ば
ら
し
さ
に
は
及
ば

な
い
。

尾
張
家
所
蔵
の
『
群
書
治
要
』
の
版
木
の
場
合
は
、明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）

に
四
十
円
で
書
賈
の
慶
雲
堂
に
売
却
さ
れ
、
そ
の
売
買
文
書
が
ま
だ
蓬
左
文
庫
に

残
っ
て
い
る
。
そ
の
版
木
は
後
に
中
国
に
伝
来
し
、そ
れ
に
よ
っ
て
重
印
で
き
た
。

故
に
中
国
所
蔵
の
該
書
に
は
中
国
産
の
竹
紙
を
用
い
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
が
あ

る
。
ま
た
、楊
守
敬
も
か
つ
て
版
木
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
あ
り
、官
版
『
広
韻
』、

『
集
韻
』、『
八
史
経
籍
志
』
の
版
木
が
そ
う
だ
と
い
う
（
福
井
保
『
江
戸
幕
府
刊

行
物
』
所
収
の
「
昌
平
坂
学
問
所
官
版
分
類
目
録
」
参
照
）。
そ
の
う
ち
の
、『
八

史
経
籍
志
』
は
清
の
光
緒
九
年
（
一
八
八
三
）
の
鎮
海
の
張
寿
栄
の
印
本
が
あ
る
。

な
お
、『
備
急
千
金
要
方
』
の
版
木
も
上
海
に
伝
来
し
、
光
緒
四
年
（
一
八
七
八
）

長
洲
麟
瑞
堂
の
印
本
が
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
中
国
で
経
営
を
行
な
っ
て
い
た
日
本
の
書
店
も
版
木
を
中
国
に
も

た
ら
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
岸
田
吟
香
（
一
八
三
三
〜
一
九
〇
五
）
の
楽
善
堂
書

店
は
こ
れ
に
当
た
る
。
彼
が
販
売
し
た
書
籍
の
な
か
に
、
も
と
の
版
木
を
用
い
て

印
刷
し
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。『
重
刻
儀
礼
経
伝
通
解
』、『
通
雅
』、『
新
定
松

氏
儀
礼
図
』、『
朱
子
文
語
纂
編
』、『
明
季
遺
文
』、『
清
嘉
録
』
な
ど
は
そ
の
例
で

あ
る
（
陳
捷
「
岸
田
吟
香
的
楽
善
堂
在
中
国
的
図
書
出
版
和
販
売
活
動
」、『
人
物

往
来
与
書
籍
流
転
』、
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
）。
版
木
を
販
売
し
た
者
も
あ
る
。

三
木
佐
助
（
一
八
五
二
〜
一
九
二
六
）
の
『
玉
淵
叢
話
』
に
よ
る
と
、
彼
は
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
か
ら
二
十
年
（
一
八
七
九
）
ま
で
の
間
に
、『
群
書
治
要
』、『
欽

定
四
経
』、『
外
台
秘
要
』、『
東
医
宝
鑑
』、『
武
備
志
』、『
詩
緝
』、『
医
宗
金
鑑
』、

『
四
書
匯
纂
』
の
版
木
を
中
国
に
売
り
に
行
っ
た
と
い
う
（
王
宝
平
『
和
刻
本
漢

籍
初
探
』、
王
宝
平
主
編
『
中
国
館
蔵
和
刻
本
漢
籍
書
目
』
所
収
、
杭
州
大
学
出

版
社
、
一
九
九
五
年
、
二
三
・
二
四
頁
）。

（
二
）
和
刻
本
の
中
国
翻
刻
本

も
と
の
板
木
を

改
し
て
印
刷
す
る
ほ
か
に
、
清
末
以
来
は
ま
た
和
刻
本
に
基

づ
い
て
刊
行
し
た
古
典
籍
が
か
な
り
あ
る
。
陳
榘
の
覆
刻
江
戸
刊
本
『
二
李
唱
和

集
』、
董
康
の
倣
宋
翻
刻
活
字
本
『
皇
朝
類
苑
』、
貴
池
劉
氏
刊
行
の
『
五
灯
会
元
』

（『
玉
海
堂
影
宋
叢
刊
』
所
収
、
な
か
に
は
日
本
の
貞
治
の
元
号
が
あ
る
の
で
、
所

拠
は
五
山
版
で
あ
る
）
は
有
名
な
例
で
あ
る
。
今
人
は
こ
れ
を
「
華
刻
本
」
と
言

い
、
そ
の
量
は
か
な
り
あ
る
（
王
勇
「
佚
存
書
与
華
刻
本
」、『
中
日
文
化
交
流
大

系
・
典
籍
巻
』、
浙
江
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）。
こ
こ
で
は
罕
見
の
翻
刻
本

二
種
を
紹
介
し
よ
う
。

一
つ
は
光
緒
四
年
（
一
八
七
八
）
翻
刻
の
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
刊
本
『
維

摩
詰
経
疏
会
本
』
で
あ
る
。

享
保
本
は
日
本
の
僧
侶
が
宋
本
『
維
摩
詰
経
』
と
宋
本
の
湛
然
『
維
摩
詰
経
略

疏
』
を
合
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
湛
然
『
略
疏
』
十
巻
本
の
完
本
は
宋
版
の
諸
大

蔵
経
に
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
至
元
法
宝
勘
同
総
録
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、

後
に
散
佚
し（
民
国
時
代
に
よ
う
や
く
趙
城
金
蔵
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

頗
る
残
欠
が
あ
る
。）、
そ
れ
ゆ
え
天
台
の
僧
侶
た
ち
は
待
ち
望
ん
で
い
た
。
こ
の

本
の
巻
頭
に
は
倪
恩
齢
の
序
が
あ
り
、
巻
末
に
は
陳
紫
金
蓮
居
士
の
跋
が
あ
り
、

こ
の
本
の
里
帰
り
と
刊
行
の
経
緯
を
詳
し
く
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

こ
の
本
は
光
緒
の
は
じ
め
に
日
本
僧
の
香
頂
に
よ
っ
て
献
呈
さ
れ
た
こ
と
が
分
か



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
二
號

七
九

る
。
彼
が
中
国
に
来
て
龍
泉
寺
の
本
然
の
下
で
学
び
、
こ
の
仏
典
が
中
国
で
は
す

で
に
散
佚
し
た
こ
と
を
知
り
、
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
こ
れ
を
得
て
、
師
匠
に
献
呈

し
た
。
倪
恩
齢
の
序
は
こ
の
こ
と
を
皇
侃
の
『
論
語
義
疏
』
や
『
越
王
新
義
』、『
七

経
孟
子
考
文
』
の
伝
来
に
例
え
、
い
た
く
賛
美
し
た
。
本
書
の
和
刻
本
は
現
存
が

少
な
く
、
ま
た
清
刊
本
の
伝
存
は
さ
ら
に
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
中
国
に
は
上
海

図
書
館
所
蔵
の
光
緒
四
年
本
一
本
し
か
な
い
。

も
う
一
つ
は
一
九
二
三
年
、上
海
の
胡
光
国
の
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
の
『
注

解
章
泉
澗
泉
二
先
生
選
唐
詩
』（
書
題
は
「
胡
刻
謝
注
唐
詩
絶
句
」
に
作
り
、
ま

た
無
刊
年
の
後
印
本
が
あ
る
）
の
覆
刻
で
あ
る
。

宋
の
趙
蕃
・
韓
淲
が
精
選
し
、
謝
枋
得
が
注
解
し
た
『
注
解
章
泉
澗
泉
二
先
生

選
唐
詩
』
は
、
中
国
罕
伝
の
も
の
で
（『
四
庫
未
収
書
提
要
』
に
は
記
載
）、
明
の

弘
治
刊
本
の
公
的
収
蔵
は
南
京
図
書
館
の
所
蔵
の
一
部
の
み
で
あ
り
、
民
間
は
た

ま
に
遺
さ
れ
て
い
る
（
莫
棠
旧
蔵
）。
と
こ
ろ
が
、
本
書
は
日
本
の
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
の
翻
刻
本
が
あ
り
（『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
総
集
篇
第
二
輯
影
印
）、

姚
文
棟
が
外
交
官
と
し
て
来
日
し
た
時
に
購
入
し
、
沈
啓
運
に
贈
っ
て
、
つ
い
に

こ
れ
を
基
に
し
て
覆
刻
で
き
た
。
沈
啓
運
の
跋
に
は
、「
是
書
又
久
佚
海
外
、
中

国
鮮
有
知
者
。
向
非
日
本
謙
庵
主
人
嗜
古
好
学
、
獲
影
鈔
原
本
、
鏤
而
行
至
、
姚

君
何
従
得
而
贈
余
、
余
亦
奚
自
分
饋
吾
儕
、
不
将
終
古
湮
没
乎
。（
是
の
書
又
た

久
し
く
海
外
に
佚
し
、
中
国
は
鮮
な
く
知
る
者
有
り
。
向
し
日
本
の
謙
庵
主
人
古

を
嗜
み
学
を
好
み
、
影
鈔
原
本
を
獲
り
、
鏤
て
行
至
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
姚
君
何

に
よ
っ
て
得
て
余
に
贈
ら
ん
、
余
亦
た
奚
ぞ
自
ら
吾
が
儕
に
分
け
饋
ら
ん
、
将
に

終
古
に
湮
没
せ
ん
と
せ
ざ
ら
ん
や
。）」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
江
寧
の
呉
鳴
麒

（
四
首
）、
沈
鼎
（
一
首
）
が
題
し
た
詩
が
あ
り
、
そ
こ
で
そ
の
本
の
里
帰
り
と
刊

行
を
大
い
に
褒
め
た
。

上
述
の
よ
う
に
、
和
刻
本
は
板
木
の
伝
来
と
中
国
人
士
の
翻
刻
を
通
じ
て
、
実

に
頗
る
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
た
め
、
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
。

六　

和
刻
本
研
究
の
展
望

和
刻
本
の
量
は
極
め
て
多
く
、
淵
源
も
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
背
景
が
複
雑
で

あ
る
の
で
、
全
般
的
な
研
究
を
行
う
こ
と
は
と
り
わ
け
困
難
で
あ
る
。
十
数
年
前

に
、い
ち
早
く
和
刻
本
研
究
の
展
開
を
呼
び
掛
け
た
研
究
者
が
い
た
（
王
宝
平
「
和

刻
本
漢
籍
初
探
」、『
中
国
館
蔵
和
刻
本
漢
籍
書
目
』
所
収
）。
今
日
に
至
っ
て
は
、

現
状
が
す
で
に
大
き
く
変
わ
り
、
日
本
の
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
和
刻
本
漢
籍

総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、
奈
良
大
学
の
「
板
木
閲
覧
シ
ス
テ
ム
」
が
公
開
使
用
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、『
江
戸
時
代
初
期
出
版
年
表
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

や
『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』（
第
一
巻
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
の

重
要
な
工
具
書
と
資
料
集
成
も
す
で
に
出
版
さ
れ
、
質
の
高
い
論
文
も
相
次
い
で

発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
体
か
ら
見
る
と
、
和
刻
本
の
研
究
は
ま
だ
深

化
と
展
開
が
必
要
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
編
者
の
私
見
を
捧
げ
述
べ
、
よ
り
多
く
の

研
究
者
の
反
響
を
期
待
し
た
い
。

研
究
の
基
礎
か
ら
見
れ
ば
、
行
う
べ
き
文
献
学
的
な
作
業
が
ま
だ
多
い
。

和
刻
本
は
利
用
し
う
る
目
録
や
工
具
書
が
す
で
に
い
く
つ
か
あ
る
に
せ
よ
、
完

備
さ
に
は
ま
だ
ま
だ
程
遠
い
。
例
え
ば
、
仏
教
典
籍
で
は
、
比
較
的
で
き
の
よ
い

『
新
纂
禅
籍
目
録
』
や
『
浄
土
教
典
籍
目
録
』
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
一
つ
の
宗

派
に
偏
っ
て
お
り
、『
仏
教
解
説
大
辞
典
』
の
所
載
は
全
面
的
で
あ
る
が
、
そ
の

情
報
が
や
や
古
く
、
要
求
を
満
た
す
方
法
が
な
い
。
和
刻
本
仏
典
に
つ
い
て
言
え



『
和
刻
本
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国
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刊
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ば
、改
め
て
目
録
を
編
纂
す
る
必
要
が
あ
り
、そ
の
作
業
量
は
極
め
て
大
き
い
。『
和

刻
本
漢
籍
分
類
目
録
』
に
は
所
蔵
先
を
記
載
し
て
お
ら
ず
、「
全
国
漢
籍
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
が
検
索
を
提
供
し
て
い
る
が
、
掲
載
の
所
蔵
機
関
は
た
か
だ
か
八
十
余

り
で
あ
り
、
収
録
漏
れ
が
甚
だ
多
く
、
更
な
る
補
充
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

基
礎
の
上
に
、
和
刻
本
漢
籍
総
合
目
録
が
完
成
さ
れ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

和
刻
本
史
目
録
の
編
纂
も
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。
和
刻
本
の
出
版
時
期
を
把
握

す
る
に
は
、
当
然
書
籍
の
形
態
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
関
連
す

る
書
目
の
記
載
に
よ
る
必
要
も
あ
る
。『
日
本
書
目
大
成
』（
古
典
研
究
会
編
）
や

『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
』（
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
編
）、『
享
保
以
後

大
阪
出
版
書
籍
目
録
』（
大
阪
図
書
出
版
業
組
合
編
）、『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』

（
樋
口
秀
雄
編
）、『
享
保
以
後
板
元
別
書
籍
目
録
』（
坂
本
宗
子
編
）、
な
ど
が
、

和
刻
本
に
関
す
る
部
分
を
ま
と
め
て
編
輯
さ
れ
て
お
れ
ば
、
和
刻
本
の
流
伝
の
研

究
に
役
立
つ
に
違
い
な
い
。

幾
つ
か
の
和
刻
本
の
解
題
や
書
誌
学
的
な
研
究
も
系
統
的
に
紹
介
す
る
に
値
す

る
。
こ
れ
ら
の
書
籍
の
な
か
に
は
、
も
と
よ
り
『
経
籍
訪
古
志
』
の
よ
う
な
漢
文

の
書
籍
も
あ
る
が
、『
活
版
経
籍
考
』、『
右
文
故
事
』、『
正
斎
書
籍
考
』
の
よ
う

な
日
本
語
で
書
か
れ
た
も
の
も
多
く
あ
り
、
専
門
の
研
究
者
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。
書
籍
商
に
関
す
る
資
料
も
頗
る
重
要
で
あ
り
、
こ
の
方
面
に
は

例
え
ば
『
増
訂
慶
長
以
来
書
賈
集
覧
』（
井
上
雄
和
編
、坂
本
宗
子
増
補
修
訂
）、『
徳

川
時
代
出
版
者
出
版
物
集
覧
』（
矢
島
玄
亮
著
）、『
京
阪
書
籍
商
史
』（
蒔
田
稲
城

著
）、『
江
戸
書
籍
商
史
』（
上
里
春
生
著
）
な
ど
が
あ
る
が
、
一
般
の
中
国
の
研

究
者
は
利
用
で
き
な
い
た
め
、
改
め
て
編
訳
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
和
刻

本
に
は
往
々
に
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、蔵
書
印
に
関
す
る
知
識
も
軽
視
で
き
な
い
。

私
は
「
日
本
蔵
書
印
索
引
稿
」（
拙
著
『
域
外
漢
籍
叢
考
』
所
収
）
を
編
輯
し
た

こ
と
が
あ
る
が
、
数
量
が
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
こ
の
方
面
の
作
業
は
明
ら
か
に
継

続
す
る
必
要
が
あ
る
。

和
刻
本
の
伝
本
は
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
江
戸
時
代
の
刻
本
が
最

も
複
雑
で
あ
る
の
で
、
実
物
に
対
す
る
調
査
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
あ
る
学

者
が
『
古
文
真
宝
』
を
研
究
し
て
、
二
百
種
近
く
の
版
本
を
購
入
し
た
が
、
ど
れ

も
重
複
し
な
か
っ
た
こ
と
は
（
林
望
『
書
誌
学
の
回
廊
』
所
収
の
「
古
文
真
宝
な

る
顔
つ
き
」）、
こ
の
問
題
を
と
て
も
よ
く
説
明
し
て
い
る
。
私
も
か
つ
て
『
真
山

民
詩
集
』
を
八
部
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
一
つ
も
重
複
し
た
版
本
が
な
く
、

江
戸
時
代
の
刻
本
の
豊
富
さ
の
一
斑
が
覗
え
る
。
和
刻
本
の
序
跋
は
概
ね
書
賈
に

よ
っ
て
加
え
ら
れ
、
こ
の
点
は
諸
本
を
比
較
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
例
え
ば
、

王
勃
の
『
釈
迦
如
来
成
道
記
』
の
道
誠
註
本
は
、
寛
文
本
と
無
刊
記
本
の
二
種
が

あ
る
が
、
後
者
に
は
序
文
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
前
者
に
は
載
せ
て
お
ら
ず
、
本
文

が
同
版
で
あ
る
の
で
、
序
文
は
書
賈
が
別
本
に
よ
っ
て
補
配
し
、
寛
文
本
の
底
本

に
元
来
有
し
て
い
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
類
似
す
る
例
に『
鶴
林
玉
露
』

が
あ
り
、
そ
の
活
字
本
に
は
序
文
が
無
い
が
、
江
戸
の
刻
本
に
は
序
文
が
増
補
さ

れ
て
お
り
、
序
文
の
み
に
よ
っ
て
版
本
を
判
別
す
れ
ば
、
当
然
誤
り
や
す
い
。

調
査
を
通
じ
て
そ
の
底
本
を
見
出
せ
る
和
刻
本
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
魁
本
諸

儒
箋
解
古
文
真
宝
』前
後
集
は
中
国
国
内
に
僅
か
数
部
し
か
存
在
し
て
い
な
い
が
、

和
刻
本
は
極
め
て
多
く
、
そ
の
来
源
に
関
す
る
研
究
は
従
前
よ
り
薄
弱
で
あ
る
。

私
の
調
査
に
よ
る
と
、
和
刻
本
は
基
本
的
に
成
書
が
や
や
遅
い
元
刊
本
系
統
に
由

来
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、
私
は
本
叢
刊
の
解
題
に
新
た
に
元
末
明
初
の
刊
本
二

部
を
示
す
こ
と
で
、
本
書
の
研
究
を
推
進
し
た
と
信
じ
て
い
る
。
和
刻
本
の
来
源



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
二
號

八
一

が
多
様
で
あ
る
た
め
、
朝
鮮
半
島
の
伝
本
も
調
査
の
範
囲
に
入
れ
る
の
が
最
も
よ

い
。
ま
た
、
底
本
が
い
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い
和
刻
本
が
あ
る
。
唐
詩
選
集
『
又
玄

集
』
を
例
に
と
る
と
、
私
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
該
書
を
全
て
調
査

し
た
が
、
校
読
の
痕
跡
が
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
底
本
が
結
局
の
と
こ
ろ
存
在
す
る

の
か
佚
亡
し
た
の
か
、
さ
ら
な
る
発
見
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
仏
典
版
本

の
調
査
も
非
常
に
薄
弱
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
仏
典
善
本
が
往
々
に
し
て
寺
院
や

仏
教
系
大
学
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
が
な
か
な
か
困
難
で
、
我
々
は
こ
の

作
業
に
着
手
し
て
進
め
る
研
究
者
の
出
現
を
期
待
し
て
い
る
。

学
術
研
究
と
い
う
も
の
は
、
前
人
の
基
礎
の
上
に
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
、
先
行
研
究
を
重
視
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
和
刻
本
の
研
究
も
同
じ

で
あ
る
。
和
刻
本
研
究
の
専
著
と
言
え
ば
、
川
瀬
一
馬
の
『
日
本
書
誌
学
の
研
究

（
増
訂
版
）』、『
続
日
本
書
誌
学
の
研
究
』、『
五
山
版
の
研
究
』、『
増
補
古
活
字
版

の
研
究
』
は
無
論
参
照
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
長
沢
規
矩
也
の
和
刻
本
に
関
す
る

著
作
も
数
多
く
、
漢
籍
解
題
シ
リ
ー
ズ
（『
長
沢
規
矩
也
著
作
集
』
第
十
巻
所
収
）

の
如
き
も
参
考
に
値
す
る
。
そ
の
ほ
か
、『
斯
道
文
庫
論
集
』
や
『
漢
籍
・
整
理

と
研
究
』、『
和
漢
比
較
文
学
研
究
』
な
ど
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
成
果
も
注

意
に
値
す
る
。
日
本
の
学
者
は
書
誌
学
に
お
い
て
業
績
が
著
し
く
、
例
え
ば
阿
部

隆
一
『
中
国
訪
書
志
』
や
山
城
喜
憲
「
河
上
公
章
句
『
老
子
道
徳
経
』
の
研
究
―

慶
長
古
活
字
版
を
基
礎
と
し
た
本
文
系
統
の
考
索
」
及
び
近
年
出
版
さ
れ
た
住
吉

朋
彦『
中
世
日
本
漢
学
の
基
礎
研
究（
韻
類
編
）』は
、す
べ
て
綿
密
な
調
査
を
行
っ

た
著
作
で
あ
り
、
頗
る
参
考
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
ら
に
つ
い
て
系
統

的
に
紹
介
す
る
学
者
が
お
れ
ば
、
必
ず
学
界
を
裨
益
す
る
こ
と
多
大
で
あ
ろ
う
。

資
料
の
収
集
と
公
刊
流
布
、
著
作
や
論
文
の
翻
訳
の
ほ
か
に
、
学
術
的
視
野
と

研
究
方
法
の
革
新
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
近
年
、
中
国
で
盛
ん
に
展
開
さ
れ
て

い
る
域
外
漢
籍
の
研
究
は
、
純
粋
な
版
本
学
や
中
国
学
の
領
域
を
す
で
に
越
え
、

東
ア
ジ
ア
漢
文
化
と
い
う
広
い
視
野
で
問
題
を
仔
細
に
見
つ
め
、
考
察
し
て
解
決

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
和
刻
本
の
研
究
も
こ
の
新
し
い
学
術
の
脈
絡
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
和
刻
本
は
中
日
の
著
作
を
交
流
連
係
す
る
紐
帯
で
あ
り
、
そ
れ

は
中
国
の
典
籍
の
闕
佚
と
不
足
を
補
充
、
訂
正
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
古
典

文
明
の
原
生
態
を
回
復
し
、
中
国
文
化
に
対
す
る
我
々
の
認
識
を
増
進
、
豊
富
に

す
る
の
に
役
立
ち
、
域
外
に
お
け
る
中
国
文
化
の
伝
播
及
び
変
異
を
考
察
し
日
本

文
明
の
生
成
を
考
察
す
る
の
に
も
、
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

壬
辰
の
冬
、
南
大
和
園
伝
習
堂
に
て

＊
こ
の
翻
訳
は
ヒ
ロ
セ
国
際
奨
学
財
団
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
立
命
館
大
學
文
學
硏
究
科
博
士
課
程
後
期
）

（
立
命
館
大
學
・
衣
笠
總
合
硏
究
機
構
專
門
硏
究
員
）




